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1997年3月26日と5月13日の鹿児島県薩摩地方の地震調査報告

福岡管区気象台'

地震津波監視課**

鹿児島地方気象台

熊本地方気象台

Report on the Earthquakes of March.26 and May 13.1997， Satsuma Dis凶ctof Kagoshima Prefecture 

(Received July 1.1~抱: Accepted August 17.1銘8)

1.概況

1997年(平成9年)3月26日17時31分ころ，鹿児島

県薩摩地方でマグニチュード (M)6.5の地震が発生し，

鹿児島県阿久根市，川内市，宮之城町で震度5強を観測

したのをはじめ九州全域と中国および四国地方の一部

で有感となった(第l図)。

その後， 5月13日14時38分ころ， 3月26日の地震の

震源と違う鹿児島県薩摩地方でM6.3の地震が発生し，

鹿児島県川内市で震度6弱，宮之城町で震度5強，阿久

根市で震度5弱を観測したのをはじめ九州全域と中国お

よび四園地方の一部で有感となった(第2図)。

これらの地震は，その後の余震分布(第3図)やメカ

ニズム解 (CMT解，第4図)からこの地域に支配的な

北西-南東伸張軸または北東一南西圧縮軸の断層運動

によるものと調和的である。

また，消防庁の調べによると，この2つの地震では震

源に近い各市町村で負傷者がでるなど人的被害があっ

た。

なお，震度6弱以上を観測したのは気象庁が1~勝年 10

月に震度階級を見直した後，この地震が最初である。

2.震源および規模

気象庁地震火山部で決定した3月26日と5月13日の本

震についての震源事項は次のとおりである。

震源時 l鈎7年3月26日17時31分47.9秒

士山秒

震 央 1300 21β， :t: 0.7' E 

田中圭介，菅野智之

川上徹人

31 0 58.1 ' :t: 0.4' N 

震源の深さ ll.8km:t: 2.9km 

規模 (M) 6.5 

震源時 1卯7年5月13日14時38分'2:1.5秒:t:0.1秒

震 央 1300 183 ' :t: 0.4' E 

310 56.β， :t: 0.3' N 

震源の深さ 92km:t: 2.6km 

規模 (M) 6.3 

3.地震活動

3: 1 3月26日に発生した地震 (M:6.5)の活動

本震から24時間以内に発生した地震の震源は，ほほ東

西方向に長さ約20kmにわたって分布し，震源の深さは

約3km----12kmが大半となっていて，その後の余震活動

もこの範囲内に入っている O 本震は余震域のほぼ中央

部の深さ約12kmで、発生した(第5図)。この地震は震源

分布および発震機構の解析 (CMT解，第4図)から北

西-南東方向の伸張の応力によりほぼ東西方向に延び

るほぼ垂直の断層が左横ずれを生じたことによると思

われる。

4月3日01時33分には本震の西方約4km付近でM5.6の

余震(最大)が発生した。この地震の最大震度は川内

市で震度5強であった。この地震の前には地震活動がや

や低下した傾向が認められる(第6図)。また， 4月5日

13時24分には本震の東方約5km付近で、M4.8の余震が発

生したD この地震の最大震度は川内市，宮之城町で震

度5~~で，この後震度5弱以上の地震の発生はない。

本震の震源付近では過去に特に目立つ地震活動はな

かったが，従来から発生頻度は少ないものの微小地震
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が発生していた地域である。余震域内では1997年2月に

M2.0の地震が2回， 3月5日にM2.0の地震が発生してい

たが，本震の直前には地震が観測されていない(第7図)。

本震の直前までの地震活動を見ると本震付近で地震が

少なく，周辺の隣接地域で数は少ないものの微小地震

が発生していた。この従来から地震活動が比較的低調

で、あったB領域(第8図)で本震が発生したが，本震発

生以降もB領域では地震活はあまり活発ではなく，本震

から1週間後の4月2日以降5月13日に発生したM6.3の

地震までの問のM3程度以上の有感地震相当の活動を見

ると有感地震 (4月24日にM2.9)は発生したものの，

M3.0以上の地震の発生はなく やや大きめの地震の活

動域は本震付近を挟んで、東西に分割される傾向が見ら

れた(第8図)。

3. 2 5月13日に発生した地震 (M:6.3)の活動

この地震は， 3月26日に発生した地震 (M:6.5)の南

西約5kmの場所で発生し，東西方向の左横ずれ断層の

ほか南北方向の右横ずれ断層がほぼ同時にあらわれ，

逆L字型に分布するいわゆる「共役断層」となった(第

9図)。

余震活動は減衰しているが， 5月13日のM6.3の本震後

の余震活動を見ると，直後は東西走向の断層に沿った

地震が多発したが，南北走向に沿った地震活動では地

震 (M6.3)発生直後から余震活動はあったものの活動

は低調であった。地震発生後4時間後で，おおよその今

回の活動域 (3日後とほぼ同形)を形成し，その後，

徐々に活動域を拡げていき，南北の活動は川内市付近

まで達した(第10図)。この南北の余震域の南側延長部

では5月の活動以降散発的に微小な地震活動がみられて

いたが， 12月25日にM3.9の地震(最大震度3)が発生

するなど12月中旬以降活動がやや活発化して， 1998年1

月10日にはM4.1の地震(最大震度4)が発生した(第

11図)。

5月13日と3月26日に発生した2つの地震の東西方向

の余震域は交叉することなく，ほほ平行に分布してい

ることから，これらの地震はごく近傍に位置する2つの

断層が活動したものと考えられる。

また，これらの地震で最大震度を観測した鹿児島川内

市中郷では， 5月13日の地震の規模 (M-6.3)が3月26日

の地震の規模 (Mゑ5)より小さいにも係わらず， 5月13

日では震度6~~ ， 3月26日では震度5強となったのは， 5 

月13日の地震の震源の方が南に位置しており川内市に

より近いところで発生したためと思われる。

4.九州内陸での被害地震と鹿児島県薩摩地方付近の地

震活動

4. 1 被害地震 (M6.0以上)

九州の内陸(沿岸を含む)ではl鉛8年(明治元年)以

降の約130年間にM6β以上の地震が14回発生している。

これらの地震のうち比較的被害が大きいのは， 1889年

の熊本の地震 (M6.3)を筆頭に， 1914年の鹿児島の地

震 (M7.1)， 1922年の島原の地震 (M6.9)，1968年のえ

びの地震(最大M6.1)，など8回発生しており，今回の

地震は1975年4月21日の大分県中部の地震 (M6.4)以

来22年ぶりのことで、あった(第12図九

4. 2 鹿児島県薩摩地方付近の地震活動

今回の地震の東方約40kmの鹿児島県北部(鹿児島・

宮崎県境付近)ではH胤年(昭和43年)に「えびの地

震J(最大M6.1)が発生し この地震活動でも2月21日

の地震 (M6.1)の後約1ヶ月後の3月25日にM5.7と

M5.4の被害地震が発生している。

また， 3月26日の本震の北東約20kmの大口市付近で

1ω4年2月13日にM5.7の地震(深さ約5km)が発生し

ている O その後，今回の地震の西方約30krri(阿久根市

の沖合)では1鈎4年6月以降 地震がやや増えて最大震

度M42が発生している等，時間の経過とともに震源が

西へ移動する傾向が見られる(第13図hこれらの地震

の発震機構は今回の地震とほぼ同じである。

なお，過去に3月26日 (M6.5)および5月13日 (M6.3)

の地震活動に伴う断層に該当する活断層，および今回

の震源付近での被害地震は知られていなし=。

5.被害状況・現地調査の概要

3月26日および4月3日の地震を含む一連の地震により

鹿児島県で重傷者2名，軽傷者34名，住家の全半壊35

棟，非住家の全半壊9棟等の被害が発生した(平成9年

4月10日18時現在，自治省消防庁調べ}。鹿児島地方気

象台と熊本地方気象台は3月27日および28日に担当す

る県内の被害が大きかったと思われる阿久根市，川内

市，東郷町，入来町，宮之城町，鶴田町(以上鹿児島

県)，水俣市，芦北町，富合町(以上熊本県〉について
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現地調査および聞き取り調査を行った(第14図a，調査

報告1，調査報告2)。このほか，鹿児島地方気象台は4

月3日に発生したM5.6の余震についても地震発生当日

に現地調査を行い，この時も宮之城町などで震度5相当

の揺れがあったことを確認している(調査報告3)。

また， 5月13日の地震により鹿児島県を中心に重傷者

1名，軽傷者42名，住家の全半壊33棟，非住家の全半

壊34棟等の被害が発生した(平成9年6月13日16時30

分現在，自治省消防庁調べ)。鹿児島地方気象台は5月

13日から15日にかけて被害が大きかったと思われる出

水市，高尾野町，阿久根市，川内市，東郷町，串木野

市，宮之城町，入来町，鶴田町(以よ鹿児島県)を，

熊本地方気象台は5月14日に水俣市，津奈木町，芦北町

(以上熊本県)について現地調査および聞き取り調査を

実施した(第14図b，調査報告4，調査報告5)。

6.資料

6. 1 地震回数

3月26日から12月31日までの地震回数 (M2.5相当以

上)は1，163回で，その内有感地震は388回発生してい

るo また，震度3以上の地震では震度6弱が1回，震度5

強が2回，震度5弱が1回，震度4が7回，震度3が19回

であるo また，月別の有感地震回数(括弧内は最大震

度)は3月120回(震度5強)， 4月93回(震度5強)， 5 

月 86回(震度6~fj)，6月20回(震度3)，7月15回(震

度4)，8月13回(震度2)，9月4回(震度2)，10月13回

(震度2)，11月6回(震度2)，12月18回(震度3)であ

る(第1表)。

日別の地震(有感・無感地震)のヒストグラムを第

15図に示す。

なお，無感地震の回数は3月26日から6月30日は大口

の地震回数で， 7月1日以降は福岡管区気象台の地震津

波監視システム (ETOS)の緊急験測で求められたM2.5

以上の回数を示す。，

6. 2 震度3以上の地震

震度3以上の地震(最大震度)を第2表に示す。

6. 3 地震記象

3月26日17時31分と5月13日14時38分の地震により

震度3以上を観測した福岡管内の震度観測点(津波地震

早期検知網の観測点は除く)の強震(加速度)波形を

第18図に示す。

6. 4 1997年3月26日の地震の現地調査

3月26日17時31分に発生した鹿児島県薩摩地方の地震

について，鹿児島地方気象台による現地調査報告を調

査報告1に，熊本地方気象台の現地調査報告を調査報告

2に示す。

6. 5 1997年4月3日の地震の現地調査

4月3日伯時33分に発生した鹿児島県薩摩地方の地震

について，鹿児島地方気象台による現地調査報告を調

査報告3に示す。

6. 6 1鈎7年5月13日の地震の現地調査

5月13日14時38分に発生じた鹿児島県薩摩地方の地震

について，鹿児島地方気象台による現地調査報告を調

査報告4に，熊本地方気象台の現地調査報告を調査報告

5に示す。
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⑥M-T図 (a:東西の枠内， b :南北の枠内)，⑦深さの時系列。
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1997年3月26日と5月13日の鹿児島県薩摩地方の地震調査報告

第10図
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l鈎7年5月13日の鹿児島県薩摩地方の地震活動の時間変化
①1時間後，②2時間後，③3時間後，④4時間後，⑤5時間後，
⑥6時間後，⑦9時間後，③1日後，⑤3日後。
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④南北断面図(枠内のみ)，⑤深さの時系列系(枠内のみ)，
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55 1997年3月26日と5月13日の鹿児島県薩摩地方の地震調査報告
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1910年以降の鹿児島県薩摩地方周辺の地震活動

①震央分布図，②時空間分布図(枠内のみ)，③M-T図(枠内のみ)，
④地震回数積算図(枠内のみ)。
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鹿児島県薩摩地方の地震回数
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第1表鹿児島県薩摩地方を震源とする地震の日別・震度別地震発生回数

1 9 9 7年 3月
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~ I j I 4 I b日5]I 5 ~ffi I f:Hí~j 
1 t::J 

2日
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6臼
7日
8日
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1 0日
1 1日
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1 6日
1 7日
1 8日 / 

1 9日
2 0日
2 1日
2 2日
12 3日
2 4日
2 5日
2 6日 91 50 31 13 2 3 
2 7日 87 21 13 6 2 
2.8日 44 15 8 6 
2 9日 22 13 9 3 
3 0日 15 8 6 2 
3 1日 17 13 6 7 
月合計 276 120 73 37 6 3 。 。
総合計 276 120 73 37 6 31 01 11 0 

1 9 9 7年 4月

日付 地震但j費支 有感地震の震度月i 回数
雪'"量V買也E、L 有感 I 乙 3 4 b ~~j b5虫 ti 5]5] 

1 a 
12 8 
6 5 

2日 4 4 
3日 21 20 15 4 
4日 15 5 3 
5日 19 6 5 
6日 9 5 3 
7日 7 2 
8日 10 2 
9日 19 9 5 2 
1 0日 19 6 5 
1 1日 8 
1 2日 9 3 3 
1 3日 7 2 2 
1 4日 5 7 6 
15日 4 
1 6日 8 。
1 7日 2 。
1 8日 5 3 3 
1 9日 4 。
2 0日 5 4 2 
2 1日 2 
2 2日 3 。
2 3日 3 
2 4日 2 2 2 
2 5日 2 
2 6日 2 。
2 7日 。
2 8日 2 
2 9日 2 。
3 0日 2 。
月合計 GGU 93 6G GU 7 Z 。
総合計 496 213 135 57 13 5 2 。|

(無感地震の回数は6月 30日までは大口の回数、 7月 1日以降はM2.5以上の回数)
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2 1日 2 
2 2日 2 
2 3日 。
2 4日
2 5日 5 
2 6日
2 7日 。。
2 8日 。。
2 9日 2 。
3 0日 。。
3 1日 。。
月合計 34 13 12 。。。。。
総合計 695 347 228 91 17 7 2 
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199 7年 10月

日付 地震回数 有感地震の震号弱l凶叡
jH‘K、厄，tょ~、， 有感 l 乙 J I 4 Ib~~lb~ffiI6~号

2l H 日
(J U 

3日 。
4日 2 。
5日 2 。
6日 。。
7日 3 3 2 
8日 2 
9日 。
1 0日 。。
1 1日
1 2日 。
1 3日 2 2 2 
1 4日 。
1 5日 。。
1 6日 。
1 7日 。
1 8日 。
1 9日 2 。
2 0日 。
2 1日 。。
2 2日 。。
2 3日 。
24.B 。
12 5日 。。
2 6日 2 
2 7日 。
2 8日 。。
2 9日
3 0臼 。
3 1日 2 。
月合計 29 13 12 。。。。。
総合計 740 364 2431 93 17 7 2 

1997年 9月

臼イ寸 地潤
ー宥l数?ぎ 宅塁地震の震度別宅募

笠'“丑、后，じ~乙、 J I 4 I b 5.55.5 I b ~~ I o 5.5~ 
1日 U 。
2日 。。
3日 2 。
4日 。
5日 2 
6日 。。
7日 。。
8日 。
9日 。
1 0日 。
11日 。
1 2日 。。
1 3日 。
1 4日 。
1 5日 。。
1 6日 。。
1 7日 。。
1 8日 。
1 9日 。
2 0臼 。。
2 1日 。。
2 2日 。
2 3日 ‘O 。
2 4日 。。
2 5日 。。
2 6日 2 
2 7日 2 。
2 8日 。。
2 9日 。。
3 0日 。。
月合計 16 4 3 。。。。。
総合計 711 351 231 92 17 7 2 
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第2表震度3以上を観測した地震の表(1997年12月31日現在)

発震時分 M 最大震度を観測した観測点名

1997年

3月26日17時31分 6.5 5強:鹿児島川内市中郷、阿久根市赤瀬J11、宮之城町屋地
26日17時39分 4. 7 4 :鹿児島川内市中郷、阿久根市赤瀬川

26日18時05分 4.4 4 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

26日18時30分 4.0 3 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

26日19時45分 3.6 3 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

26日22時24分 4.3 4 :鹿児島川内市中郷

27日05時19分 3.9 3 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

27日21時26分 3.6 3 :阿久根市赤瀬川

28日02時51分 3.9 3 :宮之城町屋地

29日22時13分 3.8 3 :阿久根市赤瀬川

4月 1日02時14分 3.6 3 :宮之城町屋地

3日04時33分 5.6 5強:鹿児島川内市中郷

4日02時33分 4.6 4 :宮之城町屋地

5日13時24分 4.8 5~~ :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

6日04時42分 3.6 3 :阿久根市赤瀬川

8日17時21分 3. 7 3 :鹿児島川内市中郷

9日23時20分 4.8 4 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

9日23時22分 4.5 3 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地、隼人町内山田

20日12時34分 3..5 3 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

21日00時15分 3.5 3 :阿久枝市赤瀬川

25日00時50分 3.5 3 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

5月13日14時38分 6.3 6~~ :鹿児島川内市中郷
14日08時32分 4. 7 4 :鹿児島川内市中郷、宮之城町屋地

14日17時15分 3. 7 3 :鹿児島川内市中郷

18日17時49分 3:4 3 :鹿児島川内市中郷

25日06時10分 4.2 3 :鹿児島川内市中郷、阿久根市赤瀬川、宮之城町屋地

6月27日14時12分 4.0 3 :宮之城町屋地

7月26日18時36分 4.2 4 :宮之城町屋地

12月25日00時17分 3.9 3 :鹿児島川内市中郷

25日18時58分 3 :鹿児島川内市中郷
/ 

3.4 
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|調査報告1I 
0鹿児島県薩摩地方の地震現地調査報告書

1 .概要

199 7年3月26日17時31分頃に鹿児島県薩摩地方でマグ、ニチュード6. 5の

地震が発生し，鹿児島県阿久根市，川内市，宮之城町で震度5強を観測七た。その後， 1 7 

時39分頃 (M4.7) ， 1 8時o5分頃 (M4.4)及び22時 24分 (M4.3)に最
大震度4の有感地震が発生した。

この地震により鹿児島県北部の広い範囲で被害が発生し，被害の大きかったと思われ

る阿久根市，川内市，東郷町，入来町，宮之城町，鶴田町について 3月27日に現場検証及

び聞き取り調査を行った。

2. 現地調査

調 査 地 占 阿久娘漁港付近 |地図上 |写真 1--17 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向1- |継続時間|一 |地鳴り1-

地震に伴う自然現象 液状化現象，道路・岸壁の亀裂，段差

地震に よ る被害状況等

この付近は，埋め立てによって形成された用地である。

-液状化現象

南北に延びたアスフアルト舗装の道路上に東西に亀裂が入り，長さ 7.2m，亀裂部

分から粒子の細かい土の噴出がみられた。

公園内の隅に長さ 6mX幅3.5mにわたって粒子の細かい土の噴出がみられた。

-段差，亀裂

岸壁及び水揚げ場の境目が上下にずれ，段差は最大 16cm。

水揚場では，コンクリート床が波を打ったようになっていた。高低差は約20cmと思

われるD

( 2) 

調 査 地 占 阿久根市新町地区 l地図上 2 |写真 18--22 
震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向1_s→N |継続時間 120--30秒|地鳴り|ゴオー

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

阿久根漁港に隣接した地区であるが，埋め立て地ではない。

-家屋半壊 1棟，水道管破損4箇所

勝手口付近の柱がコンクリートの土台からズレ落ちそうになっていた。家屋は傾斜|

し，レンガ造りの煙突は倒壊していた。屋内では冷蔵庫が倒れ，タンスが約20cmずれ

る。食器棚から食器が飛び出す。南の方からゴォーという音が聞こえた。住宅に面

した道路に埋設された水道管が4箇所破損し付近で断水となった。
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( 3) 

調 査 地 占 阿久根市山下地区 |地図上 3 |写真 23--27 

震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向 ISE→ NW I継続時間 1- |地鳴り|ゴ、オゴ、オ
地震に伴う自然現象 なし ー

地震によ る被害状況等

この地区は，シラス土壌の土地であることから地盤は弱し、と考えられる。

-墓石転倒

墓石の被害は全体の約9割におよびその約4割が北側に転倒していた(墓石は西

に向いている) 0 また，約5割は時計四りに約45
0

--90 。回転していた。

墓石の大きさは25X25X72cm前後で、ある?

-瓦破損等

道路を隔てた北東側の3棟(瓦全壊2棟，半壊1棟)が被害にあった。また漆喰の

剥離1棟。屋内ではタンス，仏壇の花器が倒れ，食器棚から食器が飛び出す。

地鳴りの方向はE→Wへ聞こえた。

(4) 

調 査 地 占 阿久根市へごの地区 地図上 41写真 28--29 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向l'- |継続時間L-== |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-落石による市道の通行止め

竹林の中に大きな岩石があるが，その一部が落下した模様。落下した岩の大きさは，

1 4 0， X 1 0 0 X 7 0 cm程度のものが2個， 7 0 X 5 0 X 3 0 cm程度のもの3個。

( 5) 

調 査 地 点 川内市神田町(市役所) |地図上 5 |写真 30--32 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向 1S-N |継続時間 110--15秒|地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-玄関ホールのケース内の鎧甲が倒れていた。ガラスの破損はなかった。 17時32

分で停止した時計もあった。

-市役所前の広場では，タイル床の破損，車道と歩道の境界のコンクリートが 15m'こ

わたってずれている。

• 6階では机が北側にずれ，キャビネットが南北に倒れた。 3階のエアコンの鉄板が
波打つ。

-振動は下から突き上げるように始まり，そのあと南北にユサユサと揺れた。

一
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( 6 ) 

調 査 地 占 川内市宮里町 l地図上 6 |写真 33 
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間1- i地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-棟瓦が 5mにわたって落下していた白

( 7) 

調 査 占 jR上川内駅前 |地図上 7 |写真 34--35 

震度の推定 一
地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 亀裂

地震によ る被害状況等

-ブロック塀が 10mにわたり家側に倒壊していた。また，同家の車庫のコンクリー

ト床にはNW-SE方向に 13mの亀裂。

( 8) 

調 査 地 占 川内市国分寺町(公務員住宅) I地図上 8 |写真 36--39 
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間| 一一 l地鳴り|→
地震に伴う自然現象 地面の凹凸，陥没

地震による被害状況等

-住宅 (5階建て)の犬走り付近が波打っている。玄関コンクリートに3mのひび割

れ。水道管破裂。貯水槽の入り口付近陥没し，段差ができている。また，駐輪場のコ

'ンクリートが割れ， 5cmほどの段差ができていた。

( 9) 

調 査 地 占 川内市国分寺町(墓地) |地図上 9 |写真 40--43 

震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-灯ろうがS方向に倒れ，墓石のほとんど全て時計四りに約20度ずれていた。小さ

な地蔵は時計四りに約45度ずれていた。

-給食センター(墓地の隣)職員によると，本震で墓がNS方向に倒れ，余震でEW方

向に倒れたとのこと。

-墓石の大きさは25X25X70cm前後である。
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(10) 

調 査 地 占 川内市田海町(商庖) |地図上 10 ビデオ

震度の推定 5強相当

地震動の状況、 振動方向| 一一 |継続時間 110秒以下~1 地鳴り|ゴォー
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-商庖の棚から(瓶約 10本，シャンプー全部)がNS方向に落下。

地震発生時のビデオを入手(レジ付近と底内4アングルから撮影したもの) 0 

ビデオは先に送付済み。

-下から突き上げるように揺れはじめ，その後横にユサユサと揺れた。

、‘.，
.•••. 
1
且
，s
・‘、

調 査 地 占 東郷町羽根田(辻の段墓地) |地図上 11 I写真 44 
震度の推定 5弱相当

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間 J- |地鳴り|一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-ほとんどの墓石が 10.......20度ほど反時計回りに回転していた。落下しているもの

はなかったo

(12) 

調 .査 地 占 東郷町斧淵(町役場) |地図上 12 |写真 45 

震度の推定 5弱相当

地震動の状況 振動方向|一 |継続時間|一 |地鳴り1-
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-渡り廊下の床に 1cm程度のずれ。階段の壁に微小なひび割れ。

• .役場周辺は田園が広がっており，回を造成した庁舎を建築したと思われる。

(13) 

調 査 地 占 川内市中村町(阿比留氏宅) I地図上 13 |写真 46 
震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向1--== l継続時間15秒 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-約2割の瓦が蕗下し，落ちなかったものもほぼ全てずれていた。-室内ではテレビ，ミ

シン，鉢植えが落ちた。棚の食器がパラパラと落ちるのではなく，人が投げたように

パッと飛んだとのことD

• 1...... 2ヶ月前から小さな地震が何回かあったとのことo
-下から突き上げるように始まり，そのすぐあと横に激しく揺れた。

-地震後井戸水が少し濁った。

E 
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(14) 

調 査 地 占 川内市中村町(戸田氏宅) |地図上 14 |写真 47---49

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震ーによ る被害状況等

-灯ろうがW方向へ倒れている。住宅は築後 7年で棟瓦が5mほど落下した。すでに

業者が修復を始めていた。

(15) 

調 査 地 占 川内市中村町(墓地) |地図上 15 |写真 50 

震度の推定 5弱相当

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間1- |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-ほとんどの墓石が 10---20度ほど反時計回りに回転していた。

-落下しているもの少ない。

(16) 

調 査 地 占 J 11内市中村町(仮屋宅前の道路)I地図上 16 |写真 51-:-52 
震度の‘推定 一

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 地割れ，亀裂

地震によ る被害状況等

-地割れしたということであったが，すでに土を8トン入れてトラクターで地ならし

をしていた。地割れを確認できなかった。家を建築する際，道路に沿って土を盛つ

たということで，割れ目の走向は道路に沿っていた。

-仮屋氏宅の納屋の床コンクリートに亀裂が入っていた。

(17) 

調 査 地 占 東郷町山田(的場末久宅の裏山) I地図上 17 |写真 53--56
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間 110秒 |地鳴り|ー-

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-民家の裏山が高さ 20mの所から幅20mにわたって馬蹄形状にえぐるように崩れ

，母屋と納屋が半接している。家は土砂に横から押された格好で，柱が外れ，畳が持ち

上がっていた。地質はシラスで植生は竹と雑木である。家主の話では，下からP波が

突き上げてきて畳がフワッと持ち上がり，それと同時に裏山がドーンと崩れたとのこ

とo ただし， 20年前にも雨で崩れた所である。
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(18) 

調 査 地 占 東郷町山田 〆|地図上 17 |写真 57 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間1- |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-ブロック塀上部が5mにわたって落下。

(19) 

調 査 地 占 東郷町浦田(浦田霊園) |地図上 18 |写真 58 

震度の推定 5弱相当

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間I_-=- |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-ほとんどの墓石が 10度--20度ほど反時計四りに回転していた。落下しているも

のはなかった0 ・

(20) 

調 査 地 占 東郷町小原 |地図上 19 |写真 59 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一一 l継続時間|一一 |地鳴り|一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-シラスの崖の表層が両さ 50mX幅300mにわたって剥離するように落下してい

た。

」一一一一

(21) 

調 査 地 占 入来町浦之名(町役場) |地図上 ~_o j写真 60--63
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向 LNW-=-S_~J 継続時間|ー i地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-庁舎の窓ガラス 154枚破損。 3，4階のコンクリート柱4隅とも破損。書庫の倒

れたものは少ない。その他特に目立つ被害なし。周辺の民家もほとんど被害なし。

-自治体震度計の計測震度5.3
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(22) 

調 査 地 占 宮之城町山崎 |地図上 21 |写真 64 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一 |継続時間1- |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-国道267号線沿いの石積みの側壁(高さ 4m X 4 m)崩落。

L一一

(23) 

調 査 地 占 宮之城町楠八重(大城宅) |地図上 22 |写真 65 

震度の推定 5弱相当

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間| 一一 |地鳴りl一一
地震に伴う自然現象 地面のひび割れ

地震によ る被害状況等

-食器棚のガラス破損。タンスは転倒しなかった。畏山の両さ 5--6mの崖(シラス

)が崩れた。宅地内ひび割れ。

-余震でも毎回ドォーンという音がする。

(24) 

調 査 地 占 宮之城町泊野 |地図上 23 |写真 66--67

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|〆一一 |継続時間| 一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-国道 504号線沿いの両さ約 20mの上部が崩れ(地質シラス)，2 x 1. 5 mの
岩石 1個，直径数 10 cmのもの約 10個道路に落下。

(25) 

調 査 地 占 宮之城町泊野(池之野酒点) I地図上 24 |写真 68 

震度の推定 5弱--5強相当

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間| 一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 地盤の沈下

地震によ る被害状況等

-商庖内の瓶類がほとんど落ちて割れ，建具のガラスが 1枚割れた。タンスが転倒し

た。瓦がずれ，盛土した庭の一部が沈下し，地面にひび、が入った。
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(26) 

調 査 地 占 宮之城町久木野(久木野氏宅)...1地図上 25 I写真 69--70 
震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向 IE-w |継続時間 110--15秒|地鳴り|ドォーン
地震に伴う自然現象 地面の沈下，地割れ

地震によ る被害状況等

-建具(障子)が外れた(外れ方は飛んだ感じ) 0 一部床の外れたところあり。

-宅地は盛土してあるため，かなりの場所で地割れが発生し，一部では地盤沈下 (2寸

)がみられる。

-宅地裏の高さ 3mの崖(シラス)が約20m崩れるo

-補強していないブ、ロック塀倒壊。

-音の方向はSEからで1秒程度。余震ごとに聞こえる。

(27) 

調 査 地 占 宮之城町久木野(久木野宅近所)I地図上 25 |写真 71--73 
震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向1- |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 地割れ

地震によ る被害状況等

-住宅(かなり古い)が傾き建具，ガラス戸がすべて動かなくなったo

-食器棚の転倒。

-宅地内の地割れ。

-住宅の周りの崖(シラス)が崩れ，小屋内に土砂が入札農機具が被害を受けた。

(28) 

調 査 地 占 宮之城町南峯(墓地) |地図上 26 |写真 74--76 

震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向1- |継続時間 1.- |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-墓石の8割以上に被害が発生し，上部の転倒は約5割に達していた。転倒方向はN

からE方向で，倒れていないものは時計四りに約45--90度回転していた。

-墓石の上部の大きさは25 x 2 5 x 7 Ocm前後である。
-墓石は西を向いている。
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(29) 

調 査 地 占 宮之城町浅井野 |地図上 27 |写真 77"-78

震度の推定 一一振動方向

地震動の状況 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 道路の亀裂

地震によ る被害状況等

-国道504号線の道路が道路と平行に長さ 30mの亀裂が入り，一部は段差1Ocm， 

幅 10 cm，深さ 1m'こ達していた。また， NW-SEの亀裂(道路を縦断)が数本入

っていた。亀裂が発生した場所は盛土した場所である。

(30) 

調 査 地 占 宮之城町一ツ木 |地図上 28 |写真 79 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間| 一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 道路の亀裂

地震によ る被害状況等

-国道504号線の道路が段差 1Ocm，幅 1Ocm，長さ 18mにわたり，道路を斜めに

縦断するように亀裂が入っていた。

(31) 

調 査 地 占 宮之城町一ツ木(有村氏宅) I地図上 29 |写真 80"-81 
震度の推定 5弱"-5強相当

地震動の状況 振動方向 Iwの方から|継続時間 110"-20秒|地鳴り|ドォーン
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-屋内ではテレビが落ち，食器棚のガラス 1枚破損。内壁のモルタルにひび入る。

タンスは転倒しなかった。

-屋外では棟瓦が全部北側へ落ち北側の瓦も持ち上がりずれた。

-最初，下の方から突き上げるように揺れ，その後西側の方から横揺れしてきた感じで

あった。

-音は紫尾山 (NW方向)の方から聞こえ，余震でも音がしてから揺れる。

-建物は築後 1年。

(32) 

調 査 地 占 宮之城町一ツ木(神社) I地図上 29 |写真 82 
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間| 一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-有村宅横の神社の嗣が一部破損し，時計四りに数度回転している。

-灯ろうの転倒したものもあり，すでに後片付けしてあった。
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(33) 

調 査 地 占 宮之城町一ツ木(橋之口宅21地図上 29--'写真 83--84 
震度の推定 5弱--5強相当

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間1- |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-土蔵(約80年)の外壁の剥離，ひさし部分の落下。

-住宅の被害はほとんどなし(地震を想定し，設置方法を考慮、していたため) 0 

(34) 

調 査 地 占 宮之城町北原 |地図上 30 I写真 85 
震度の推定'一

地震動の状況 振動方向1- |継続時間|一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 道路の亀裂

地震によ る被害状況等

-国道328号線で道路と平行に約40mにわたり亀裂。亀裂，陥没部分は他の地区

でもあったが，共通して地盤が軟らかく盛土した場所で発生していた。

(35) 

調 査 地
。占
宮之城町湯田 |地図上 31 |写真 86--87 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向1- |継続時間|一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-鉄筋の少量入ったブロック塀が長さ約 30mにわたり倒壊。

(36) 

調 査 地 占 宮之城町湯田 |地図上 31 |写真 88--90 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向1- |継続時間1- |地鳴り1__ 
地震に伴う自然現象 道路の亀裂，段差

地震によ る被害状況等

-新湯田橋では，橋と道路の接続部で 5cmの段差が発生。橋付近の道路で約 7--8m

の亀裂。
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(37) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(町役場) |地図上'32 |写真 91.......98 

震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向 INE-=SEI継続時間 1----: |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 亀裂

地震によ る被害状況等

• 1階事務机の書類，本立て，レターケースのほとんどが東側へ落ち，机は西側へ移動

した。庁舎入口のコンクリートに亀裂が入る。

• 2階の耐震固定していない書棚等がほとんど転倒。 2階議会議場の内壁(鉄筋の入
っていないブロック積み)が幅約5mにわたり脱落。

-窓ガラスの破損なし。庁舎壁面のひび割れ等なし。

-下から突き上げるような揺れとドォーンという地鳴り D 時間関係不明。

-役場周辺(半径約300m)の屋根瓦の被害が多く，壁の破損や窓ガラスの被害は

少ない。屋内では耐震固定していない家具等の転倒がみられた。

(38) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(仲路氏宅) |地図上 32 |写真 98 

震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-室内ではタンスが倒れ，内壁のベニヤ板が外れた。 ドアが開かなくなり，ガラスサッ|

シが外れ落ちた。

-屋外では棟瓦が全部落下した。

-仲路氏宅は役場の南東側道路向かいで，築後数10年の木造家屋。

(39) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(鶴田小学校) 1地図上 32 |写真 99 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震による被害状況等

-校舎の鉄筋コンクリート柱が破損。窓ガラスの破損なし。

(40) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(役場S側50m).1地図上 32 |写真 100.......101 
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間j- |地鳴り 1-.
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-使用されていない商庖のモルタル剥離。

-プロック塀の倒壊。
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(41) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(対曲氏宅) |地図上 32 I写真 一
震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-本棚が倒れ，電子レンジも落ちた。屋外では給湯器が倒れた。

-下から突き上げるように揺れたあと横揺れした。

-対曲氏宅は役場の東側道路向かいで，築後約 10年の木造家屋。

(42) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(南下氏宅) |地図上 32 l写真 一
震度の推定 5強相当
地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-食器棚の上部，電子レンジが落下。床がきしむD その他被害なしD

-高下氏宅は役場の東側約50mの木造家屋。

(43) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(梶原氏宅) |地図上 32 |写真 一
震度の推定 5強相当

地震動の状況 振動方向|一 |継続時間|一 |地鳴り|ド、ォーン

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-タンス，食器棚が倒れ，仏壇，テレビが落ちた。内壁にひびが入ったD 隣の家ではサ

ッシ戸が外れた。

-音が聞こえてから揺れる。

-南向きに建てた家の瓦被害は少なく，西向き東向きの家の瓦被害が多い。

-梶原氏宅は役場の北側約3O.mの木造家屋。

(44) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原 |地図上 32 |写真 102--104 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向1- I継続時間1- |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 畑の地割れ

地震によ る被害状況等

-役場のSE仮'J約100mの瓦被害。
-畑に地割れがみられる(方向はSE-NW)。
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(45) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原 |地図上 32 |写真 105 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一 |継続時間1- |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-棟瓦が全て落下し，その他の瓦は波打つようにずれている。

(46) 

調 査 地 占 鶴田町鶴田 |地図上 32 |写真 106 

震度の推定 一

地震動'の状況 振動方向| 一一 |継続時間|一一 |地鳴りr--
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-役場のSE側約250mの瓦被害。

(47) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(祁答院氏宅) I地図上 32 |写真 107........109 
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間1- |地鳴りI':'='--
地震に伴う自然現象 地盤沈下

地震 fによ る被害状況等

-玄関のポーチ及びテラスの住がずれている(柱を基礎に固定していなかった)。

-コンクリート壁付近が地盤沈下している。

/ノ

(48) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(祁答院宅の隣~_J 地図上 321写真 110........112 
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向1- |継続時間|一一 |地鳴り|一

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-ブロック塀が倒壊し，一部は傾いている。

-住宅の犬走り付近に隙聞ができている。

(49) 

調 査 地 占 鶴田町広南 |地図上 33 |写真 113 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 l地鳴りl-
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-石造り倉庫の壁石が落下。
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(50) 

調 査 地 占 鶴田町広南(墓地) |地図上 33 |写真 114"-' 117 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向1- |継続時間L__=- l地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 なし ー

地震によ る被害状況等

-墓石の転倒は墓地の6割くらいで，中には墓石全体が完全に崩れているものあり。

-転倒していない墓石は時計回りに約45度回転していた。

(51) 

調 査 地 占 鶴田町川口 |地図上 34 |写真 118"-120 

震度の推定 一

地震動の状況 振動方向1- |継続時間1- |地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 道路の亀裂，陥没

地震によ る被害状況等

-住宅の石塀(直径 70"-' 8 0 cmの石)の一部が崩落し，横の道路では亀裂が入り一

部では陥没がみられた。

3. 調査日程と調査実施官署及ひ調査実施者

被害の発生した自治体内、出向き，管内地図を入手及び被害状況から下記のルートで調

査を行った。

調査日 199 7年3月27日

第 1班 阿久根市役所→阿久根市山下地区→へご野地区→阿久根漁港

→阿久根市新町地区

第2班川内市役所→川内市街地→国道267号線を東郷町方面へ→東郷町役場

→東郷町山田→東郷町浦田→東郷町羽根田→東郷町中村

第3班 宮之城町役場→宮之城町虎居→国道 504号線を高尾野町方面へ(ーツ木，

浅井野，高峰，泊野，楠八重)

第4班鶴田町役場→鶴田町湯田原→鶴田町広南→鶴田町川口→宮之城町湯田

→宮之城町北原

・調査実施官署 鹿児島地方気象台

-調査実施者 福田稔孝是枝明帖地貞雄上之菌正手IJ 中内田洋一坂元忠

永田和也坂井孝行

・調査協力自治体 川内市
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4. 調査結果

建物の倒壊は調査地点ではみられなかったが，屋内の固定していない家具等の転

倒，内壁，梁などにひびがはいるなどの被害，屋外では補強していないブロック塀の

倒壊等の被害がかなりの地域で発生していた。

鶴田町役場周辺・鶴田町湯田原では屋根瓦の被害が多く，そのほとんどは棟瓦と

北東側・南西側の瓦が落下している。また北西側・南東側の瓦は波うってずれてい

る。

阿久根漁港付近では液状化現象がみられ，岸壁及び水揚げ場では段差や亀裂の被

害が発生していた。

調査地点のほとんどで墓石の転倒があり，またほとんどの場所で時計回りにずれ

ていたが，東郷町浦田と")11内市中村では反時計四りにずれていた。

断層は調査した地点では発見できなかった。地割れは山を崩して谷を埋めた場所

や盛土した宅地・道路で発生している。当地はシラス土壌のため，道路沿いや崖に

なっている場所で崖崩れが発生している。

ライフラインの被害は水道が最大時6334世帯に達した。
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別紙2

阿久根漁港付近調査地点①拡大図

-87-
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3月26日め鹿児島県橿摩地方を量覇とする地震災害状況

1 地鑑橿書状況

平感9年 3月26日， 11時31分ζろ鹿児島県高摩地方(北緯32.0度，東経13O. 3度)

を贋震とする地震が発生.震源の探さは7回，地震の規槙 (7'ニチ.:s-~)は 6. 2. 

震度 気 象 台 県(震度情報ネットワーク)

6霊| 薗田町

6話| 東郷町阿久根市

5差|川内市，阿久根市，宮之城町 祁答院町，樋脇町，薩摩町，菱刈町

5君| 牧園町.高尾野町，金峰町，加治木町
r----・
枕崎市.大口市，隼人町， 伊集院町，吹上町，皐村，鹿児島市，東町

4 鹿児島市 知覧町，上甑村，松元町，宋吉町，市来町，

東市来町.財部町，溝辺町，郡山町.霧島町

(註)同一市町村で，気象台と県で震度が異なるのは，観測地点が遣うことによる.

2 津蹟奮電・注意報発令状現 な し

3 筑害事言霊本郁等の盤竃扶iR

(1)県 {服焼酎}鹿児島県災害警戒本部→ (3A2 6 B 17 1$ 46~) 鹿児島県災害対東本部→

(U26S20IUO量]鹿児島県災害警戒本部

(2 )市町村

①災害対策本部 (4市 9町)

別紙3-1

川内市.阿久根市，出水市.大口市.樋脇町，入来町，東郷町.宮之域町.薩摩町，

野宮町.高尾野町，菱刈町，吉松町

②災害警戒本部 (2市 11町)

皐末野市，自分市，大浦町I )JI辺町.市来町，東市来町，伊集院町，松元町.郡山

町， 3宮町，祁答院町，加治木町，横川町

4 避B;tま(量大時)

市町村名 連駕箇所 避難者|

川門市 3 1 0 

阿9、護市 1 61 

出来市 2 1 2 

樋島町 1 21 

東第町 1 2 

宮之重町 1 3 386 

鶴 E 町 4 54 

穫量町 l 1 4 

牧 E町 l 6 

是・~・ 2 7 492 

5 被害援翠

( 1 ) 人民主主害 負傷 31人(うち重傷l人)
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( 2 )住寧被害

区 分 槙数 市 町 村 名

全 壊 4様 阿久根市2棟，鶴田町2接

半 壊 15樟 阿久根市2槙，植田町11棟.祁答院町1棟，牧薗町l樺|

一部破損
1， 950榛

(111容のIIUb)

( 3)非住家被害

鶴田町l.389樟ほか

市 町

横川町1棟，宮之城町2.標

出木市l槙

村 名区分

全壊

半積

一部破損 問A根市12捜，宮之城町64樺.鶴田町13&様

市町村名 世帯数

阿久根市 3 8 

出木市 1 2 

入.来町 5 0 

宮之按町 1， 1 0 0 

鶴田町 1， 7 9 4 

長島町 181 

加治木町 634 

構辺町 2， 5 2 5 

合 計 6， 334 

( 5 )農業関係被害

種 sIJ 内 訳 被害金額

事井 地 関~，oa. tめ植3.本目lO.U27.1院しその他l 2 O. 000千円

農業施設 事i;o.S，11目隠5，.芸自陣2.その色3 63. 200千円

農 作 物 ;J卵，花き，葉たばこ 3. 4 S 0千円

県有施設等 川内農業改良普及所，吉之接町 f平川の皐j

L全一 計 31 S. 6刊千円 | 

( 6 )林務水産闘保被害

種 男1) 内 訳 被害金額

治 山 関 係 落右.山腹崩壊など(2 2か所) 252.800千円

林 道 路面亀裂，路肩決域など 051128柑) 50， 000千円

特用林産施設 しいたけ乾燥施蹟(1か防) 60D千円

林業構造改善施設 林産物慌通施設(1町1か所ほか) 2. 000千R

漁業共同利用施設 冷穣施位，砕氷施訟.荷捌施設(阿久根市漁協) 1840 000千円

漁 構 施 設 阿久根漁帯，脇本漁樺 102，000千四

県 有 施 投 林業試験場

合 言+ 1.191，400千円

2 
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( 7 )土木施位 別紙3-3
種 !lJ 内 訳 笹 書 金 額

何 JII 4件 12，700千円

道 路 94件 964，400 千円

橋 録 2件 7 0.， 0 0 0平円

砂 防 s 件 67，000千円|

港 湾 高之ロ樺，川内港 60.000千円

公営住宅 8団地 8. 041千円|

合 計 1， 1 82. 141ヰ円

( 8 )保健・医療・福祉施設関係

種別|内 訳!被害金額

保健・医療関係|病院(ひび割れ，給水施蹴破損等)，その他

水道被害L_. .b~ 100千円
合 .計 112.100千円

( 9)生活衛生施験関係被害

種 別!被害金額

し尿処理施程 I 200千円
焼却施般・最終処分場 1200千円

合 計 400千円

(J 0)商工労働施設関係

種 男IJ 内 訳 被 害 金 額

庖 舗 8 4件 183.400千円

その他施股等 4 2件 6 5， 9 0 0千円

間 品 等 551件 108.551干同

dE2 、 官十 677件 357.851千円

内 訳 被害金額

(I2)庁舎関係

県合同庁舎

附置10世， ifi~"~n21&， u特17114 2 0， 0 8 1千円

県有施設 1件，文化財 5件 100千円

420.181千円

8か所 fガラス破損など) 4 I 256千円

合計被害金額 3， ~3 ， 979千円

3 
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1997年3月26日鹿児島県薩摩地方の地震の被害写真 (抜粋)

.禍ぷ雪

阿久根市漁港の隣接公園で見られた液状化現象 (N06)

-91-

入来町役場3.4階の破損した柱 (N必3)

川内市国分町墓地の

灯篭の倒壊 (N叫0)
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宮之城町浅井野付近の道路の亀裂 (No77)

鶴田町役場2階議場の脱

落したブロ ック (No93)

鶴田小学校舎のコンクリ ート柱の破損 (No99)

つ山Qd
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0鹿児島県薩摩地方の地震についての現地調査報告

93 

一
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M
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1.概要

199 7年3月26日17時31分、鹿児島県薩摩地方の地震 (M:6. 3 深さ約8km) 

により、天草芦北・熊本・球磨地方で震度4を計測、県防災消防課によると水俣を中心にシ

ラス崩れ、建築物の亀裂、落石、ガラス割れ等の被害が発生し、県震度情報ネットワークで

も震度5弱が水俣市・津奈木町・富合町で計測された。これにより翌27日及び28日現地

調査を行った。

2.現地調査

( 1 ) 

調査年月日 199 7年3月27日 調査者真崎、阿部、樋口、堀田

調査地点名 水俣市田の須(古城3丁目) 地図上 N o. 4 

写真 N o. 3、4、5

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5~~ 一 一

援動の状況

上下→横揺れ

地震による被害状況

シラス崩れ

崩れ近辺の住人聞き取り調査

-吉本宅(前面) 本棚・食器棚の本・コップ等一部落下

-松本宅(右隣) 食器棚の食器一部落下
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( 2) 

調査年月日 1 997年3月27日 調査者真崎、阿部、樋口、堀田

調査地点名 水俣市桜井町3丁目 地図上 N o. 2 

飲食庖(曾木の瀧) 写真 N o. 6 ー

地援動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5弱~強 一 一 一

振動の状況

一

地震による被害状況

-軽量鉄骨造り (2Fまで鉄骨、 3F木造)

壁面亀裂

3Fの本棚の本(辞典等含む)全て落下

• 1 Fの棚上のビール等一部落下
， 

(3 ) 

調査年月日 199 7年3月27日 調査者真崎、阿部、樋口、堀田

調査地点名 水俣市桜井町1丁目 地図上 N o. 2........3 

=笠(和食の庖水俣駅左横)

写真 No.7........19、21 

22 

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5弱~強 一 一 ¥/ 一

振動の状況

-上下→横揺れ(パーン)

-茶碗、ビール一度にガシャ

-女性従業員座り込む

地震による被害状況

.3 F建てと 2F建ての建物が2階部で連結されており、連結部に亀裂

.2 F........3 Fへの階段亀裂

.3 F建ての2F及び3Fの窓ガラス割れ(計8枚厚さ 8mm) 

.2 F屋上設置の空調室外機のずれ20cmから 30c m (小)

ずれの向き北東

一部業務用 1m数十cm四方のものあり 20cm程度北東側へ

※図参照
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(4 ) 

調査年月日 199 7年3月28日 調査者真崎、阿部

調査地点名 富合町清藤 地図上 N o. 8 

(富合町役場及び隣接の商工会)写真 一 ー

地振動の性質

震度 援動の方向 振動の継続時間 地鳴り

一 一 一

振動の状況

富合町役場(上回総務係長)

-地震当時(車上 時速40km程度で国道3号線走行)

路面波打ち、ハンドル取られる。数台停止。

-役場内では、落下物、置物等のずれなし。

商工会

-女性職員に対して聞き取り調査(当時 1名)

机の下にかくれた。

落下物、置物のずれ等なし。

ストープ(ファンヒーター)の自動消火作動せず。

ゆらゆら

地震による被害状況

一
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3.行動記録

3月27日

O 8時50分~

験震時報第 62巻第 1~4号

熊本県防災消防課より下記資料入手

①熊本県震度情報ネットワーク

-震度分布図及び震度表 (資料No1、 2)

・水俣市・津奈木町・富合町の3箇所で震度5弱を計測。'

②地震に関する被害情報 (資料N03) 

O 9時10分~

水俣市役所総務課・水俣警察署担当官へ連絡

O 9時20分~

管区地震火山課と現地調査打ち合わせ

11時45分~

水俣警察署
マツノ

加々美警備課長.・野警部補より聞き取り調査

写真(コピー2枚)及び地図入手 (資料No4、5)

(古城町のシラスの崩れ、三笠(和食の庖)窓ガラス割れ等)

署内での落下物等なし。

12時~

・野警部補の案内により古城 1丁目のシラス崩れ調査

(およそ横20m 高さ 15m巻尺により計測) 写真撮影

12時30分~

.・野警部補の案内により因子ノ須のシラス崩れ調査 写真撮影

(横 10m 高さ 15m 県防災調)

-前面の住宅(松本)及び右隣(吉本)の住人に対しての聞き取り調査

①吉本上下→横揺れ

13時~

本棚及び食器棚の本・コップ等一部落下

②松本食器棚の食器一部落下

飲食庖(曾木の瀧) (桜井町 水俣駅近く)

-軽量鉄骨造り (2Fまで鉄骨、 3F木造)

壁面亀裂、 3Fの本棚の本全て落下

.1 Fの棚上のビール等一部落下

・写真撮影

14時~

三笠(和食の庖) 水俣駅前(左横)

.3 F建てと 2F建ての建物が2階部で連結されており、連結部に亀裂
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.2 F-----3 Fへの階段亀裂

.3 F建ての2F及び3Fの窓ガラス割れ(厚さ 8mm) 

.2 F屋上設置の空調室外機のずれ20cmから 30c m (小)

(補足図参照)

一部業務用 1m数十 cm四方のものあり 20cm程度北東側へ

・上下→横揺れ(パーン)

-茶碗、ビール一度にガ、ンャ

・女性従業員座り込む

-写真撮影

14時 30分~

水俣市役所 中村総務課長補佐、鬼塚防災担当

-市役所の 1F天井波打つ

-小さな揺れ後大きな揺れ

-机をつかむ(女子 3 F)。

-置物のずれはあったが、落下物等はなし0

・震度計設置状況調査 科学技術庁設置 市役所から距離500m

写真撮影

・シェルター内、 2重の基礎、アカシ製

・計測震度 4. 6 

15時30分~

津奈木震度計設置状況調査(県設置)

3月28日

-建物直近の植え込み内設置 担当不在

・計測震度 4. 7 

・写真撮影

14時~

富合町役場(上田総務係長)

-地震当時(車上 40km程度で国道 3号線走行中)

路面波打ち、ハンドル取られる。数台停止0

・役場内では、落下物、置物のずれ等なし。

-計測震度設置状況

写真撮影

庁舎(平成7年築 3F建て)の直近(およそ 6Oc m)の

植え込み内に設置

・計測震度 4. 6 (水俣と同じ。)
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14時 15分~

富合町商工会

-女性職員に対して聞き取り調査(当時 1名)

机の下にかくれた。

15時~

落下物、置物のずれ等なし。

ストーブ(ファンヒーターの自動消化作動せず。)

ゆらゆら

ナカザキ青果(嘉島町犬淵)

-井戸水変色

・10分前に気付いた。

-前回(日向灘地震 1 2月)よりも薄い。

-前回(日向灘地震 1 2月)は3時間前から変色。

-揺れは日向灘と同程度、しかし電線の揺れは今回が大きい。

-深さ 40数メートル、周辺の他の井戸水は 15から 20mの深さ。

|3 F I 

¥ 
この面のガラス

割れ(写真参照)
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2F屋上

室外機ずれ

北東方向に左側 20 c程

度のずれ(右側は配管等

により移動せず。

|壁面亀裂 | 

北東方向に20cm.......... 

30cmm程度の

ずれ

日





l∞ 験震時報第62巻第1---4号

③ …ら凶11411市
坂 本村 現地調査地点配置図工i
H 1< 山， 八代邸紙本村大字坂本4228・12 八代市 .../~.il U"l

a 〒B侍 61 ft(凶65)45-2211 可l
人 11 7，_・7人 f・1.;.:目前 2，2391!t・ 1 
tJ ij梅トJ .ト杉 H '"ーメジロ ー 併~.-'"{\j;員本 j~

1j't E2522h?きZ2仇♂.屯ぜい周辺} 回一~.'f'P完走
本終値厳ウ...ーク(11月3白、八竜山} 芦北町.' ¥ 

Z草a村4 ・L人吉市

-91-' 

-100-

-回， 



ハU

m
v
h持

也

内
戸
=
一
山
訓
翠
減
益
、
品
川
耳
目
時
一
蛮

-ヨヨ

ZE--

it 

.. 
)¥ I~ 毎
L'.。
t:司.-'Jt¥火t恰3

"，.. 

/舎

g 

昌司幸;J醍草稿ω年明事室担当智'i?6軍ω日f:1Ef S耳目 9ZEf f:;t L661 101 



験震時報第62巻第1----.4号102 

町餌M咽『

町

市

内

t

信

本

白

叩

陸

相

m

E

品
開

V
向、

h

l
J刻
寸
l
み

t
i
覧
会

m
aw-
叫
4

"

.，
 
市4-字

ζ 阿 100I¥i1.1 "，~m!!';1 
とみあいまち

官官心、同T 現地調査地点配置悶
E司 Eコ.....J

~II ;~: H! 下益縄Cs富合町大字j宵阪465-1
〒86ト41 U(096)357-4111 

J PMOB人 1川恒 Z，3ω世格
J 1i.キク 閉J .1 モタセイ
名 j~i 木原不動車、六億宮‘ ß固山
~r~ :，木原不動..季大祭(Z月28日.本原不動車)

穴駐富秋季大調書(10月 9目、六駐宮)

'--102-

n制
ハ
刑
日
明

Uo

l

J

 

o
l
l
i
-
-
!
J
I
-
-
j
j
 
I

l

l

i

-

-

目

e
p
i
-
-
-

;

ー

i

l

l

-

j

e

l

i

-

-

-

l
J
・
'
s
l
e
e
t
-
-
-
-
t品川
J
V
-
u



1997年3月26日と 5月13日の鹿児島県薩摩地方の地震調査報告 103 

l鈎7年3月26日鹿児島県薩摩地方の地震の被害写真(抜粋)

水俣市桜井町の食堂の階段 (2F~3F) の亀裂 (No16)

- 103-

水俣市桜井町の食堂のコンクリート柱の亀裂 (No18)

水俣市田子の須(古城3丁目)
付近の崖(シラス)崩れ (N04)
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0鹿児島県薩摩地方の地震現地調査報告書

1 .概要

1 997年4月3日04時33分頃に鹿児島県薩摩地方でマグニチュード5'.-6の

地震が発生し，鹿児島県川内市で震度5強，阿久根市・宮之城町で震度5弱を観測し

た。

この地震により鹿児島県北部で被害が発生し，被害のあったと思われる川内市，東郷

町，宮之城町について4月3日に現場検証及び聞き取り調査を行った。

2.現地調査

調 査 地 占 宮之城町広瀬(原次夫氏宅) |地図上 ω |写真 1--6 
震度 の推定 5~~' 

地震動の状況 振動方向 1- |継続時間|一一戸 |地鳴り1
地震に伴う自然現象 一

地 震 よ る 被害 状 況等

-本震で庭から母屋を通り約 13メートルの地割れや断層が出来たとのことであーった。庭の場所につい

てはすでに埋め戻してあり，また，大雨の後で確認できなかったが，母屋の床下で地割れを確認した。

牛小屋付近でも地割れができており，一部で約8センチの段差ができていた。本震では，最初の揺れ

がドーンと言う音と共にあり，その後に横揺れがあった。タンスや花瓶等は全然倒れなかった。 3日

の余震では本棚が倒れ，書庫が移動した。

-付近の墓地では約 10度ほど時計回りに回転していた墓石があった(墓石の回転は本震か今回の地震

によるものかはわからなし、)。

(2 ) 

調 査 地 占 宮之減町登尾(登尾光徳氏宅) |地図上 ② l写真 7--9 
震度の推定 一
地震動の状況 振動方向 1- |継続時間 |地鳴り |一一

地震に伴う自然現象 一
地震に よ る 被害状況等

-高さ 6--7メートル，幅30メートルの崖崩れと，それによる土砂の家屋への流入が1立方メートル{

程度あった。

(3 ) 

調 査 地 占 宮之城町尾座原 |地図上 ③ l写真 1 0 
震度の推定 一
地震動の状況 掻動方向 1- |継続時間 I地鳴り |ー
地震に伴う自然現象 一

地震に よ る被害状況等

-道路横で崖崩れが発生していた。
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(4) 

調 査 地 占 宮之城町高峯 |地図上 ④ |写真 1 1 
震度の推定 一

地震動の状況 掻動方向 |一一 |継続時間 I泡鳴り |一一
地震に伴う自然現象

地震 よ る 被害状況等

-道路で， 50センチ四方程度の陥没と長さ 20メートル.幅1センチ程度の亀裂を確認した。なお墓

地は，前回の本震で墓石が回転していたが，今回の地震では確認できなかった。

(5) 

調 査 地 占 宮之城町楠八重(楠八重弘幸氏宅)1地図上 ⑤ |写真 1 2.......1 7 
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向i一一 i継続時間|一一 |地鳴り1-
地震に伴う自然現象 一

地震 よ る 被害状況等

-裏山の崖崩れで，直径1メートル程度の岩が母屋の窓ガラスを突き破り，風呂場に落ちていた。少量

の土砂流入もあった。

-庭と牛小屋で長い地割れがあった。

-住宅の入口に直径50センチほどの岩が落ちていた。

(6) 

調 査 地 点 川内市神田町(市役所) |地図上 ⑥ |写真一
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴りl一一
地震に伴う自然現象 一

地震に よ る被害状況等

-本震と異なり，下からの突き上げはなく，いきなり横にユサユサ揺れた。

.5......6階の棚が倒れた。

( 7) 

調 査 地 点 川内市国分寺町(墓地) |地図上 ① |写真 18.......20 
震度の推定 5弱

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一

地震 よ る 被害状況等

-本震で転落した墓石はなかったが，今回は4基あった。また.本震で墓石が時計回りに約20度ずれ

ていたが.今回は反時計回りに約20度ずれているものが多く.最大で約45度ずれていた。
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(8 ) 

調 査 地 占 川内市田海町 |地図上 ⑥ |写真ビデオ
震度の推定 5弱

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一 ー

地震 よ る 被害状況等

-本震の様子を収めたビデオを借りたコンビニエンスストアで，ビデオを返却して今回の余震時のピデ

オを借用した。

(9) 

調 査 地 占 川内市田海町の市道上今村・流鏑馬時地図上 @I写真 2 1. 22 
震度の推定

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一
地 震 よ る 被害状 況 等

-道路中央部で，再舗装した部分と元から舗装されていた部分の接合部が2カ所割れ 1箇所は長さ

20メートル，幅と段差が10センチメートル，もう 1箇所は長さ 10メートル，幅10センチメー

トル，段差なしだった。

.20メートルほど上方では，シラスの崖の小規模な崩壊があり，道路上にシラスが堆積していた。

(10) 

調 査 地 占 川内市田海町中今村の市道今村・兎田棒地図上 ⑩ |写真 23， 2 4 
震度の推定 一
地震動の状況 援動方向 |ー i継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一
地震 よ る 被害状況等

-道路に面した民家の盛り土が幅5メートノレにわたって 1メートルほど崩れていた。

」一

、‘，，---A 
-
E
&
 

，，
 •• 

、
調 査 地 占 東郷町羽根田{辻の段墓地) |地図上 ⑪ |写真 25 
震度の推定 一
地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間 j一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一
地震に よ る 被害状況等

.10基中2基が反時計回りに約20度ずれていたが，本震時と状況が同じ事から本震後に直されず，

そのままだった墓石の可能性が高い。
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(12) 

調 査 地 占 東郷中学校付近 |地図上 ⑫ |写真 26 
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一

地震 よ る 被害 状況等

-学校付近の崖崩れ現場で，高さ 15メートルくらいの崖から大きな岩(最大径2. 5メートル)が

1 0数個落ち，道路横の杉の木に当たって止まっていた。直径50センチメートルくらいの 1個は，

道路を越えて下の畑に落ちていた。

(13) 

調 査 地 占 東郷町山田(的場末久氏宅) |地図上⑬-1写真一
震度の推定

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|ー |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一

地震に よ る被害状況等

-本震での崖崩れ現場は，今回の余震では崩れた形跡はなかった。家の住人は不在だった。

(14) 

調 査 地 占 東郷町山田郵便局 |地図上 ⑪ |写真一
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一

地震 よ る 被害状況等

-本震と同じく，最初にドーンと下からの突き上げ後に横福れがあったが，揺れは本震より弱かった。

継続時間も 5秒ほどで本震より短かった。

-本震では局内の冊子が崩れたが，今回はなかった。

-この郵便局の棚は耐震構造のため，本震・余震ともに倒れなかった。

(15) 

調 査 地 占 東郷町浦田(浦田霊園) |地図上 ⑬ l写真一
震度の推定 5弱

地震動の状況 振動方向|一一 |継続時間|一一 |地鳴り1-
地震に伴う自然現象 一

地震に よ る 被害状況等

-本震後，殆どの墓石が反時計回りに 10"'-20度回転していたが直されたようで，今回は30基中2

基が回転せずに北西へ2センチメートルずれていた。

。。ハU
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(16) 

調 査 地 占 東郷町司野(国道267号線) |地図上 ⑮ |写真 2 7.， 2 8 

震度 の推定 一
地震動の状況 振動方向|一一 l継続時間トー |地鳴り|一一

地震に伴う自然現象 一

地 震 よ る 被害状況等
-長さ 20メートル，幅と落差が2センチメートノレの亀裂がほぼセンターフインに沿って走り，片側通

行になっていた。
-通りがかりの人に揺れの状況を聞いたところ，本震より弱く，揺れの継続時間も短かったそうであ

る。

(17) 

調 査 地 占 川内市中村町 |地図上 ⑪ |写真一
震度の推定 一

地震動の状況 振動方向1-= |継続時間|ー |地鳴り|ーー

地震に伴う自然現象 一

地震に よ る被害状況等

-商庖の人によると，最初の下からの突き上げはなく，揺れは本震と同じくらいで継続時間は短かった
そうである。

3. 調査日程と調査実施官署及び調査実施者

被害の発生した自治体へ出向き，被害状況から下記のルートで調査を行った。

調査日 199 7年4月3日

第 1班 宮之城町役場→宮之城町広瀬→宮之城町登尾→宮之城町尾座原→

宮之城町高峯→宮之城町泊野(楠八重)

第2班 川内市役所→川内市国分寺町→川内市田海町→東郷町役場→

東郷町羽根田→東郷中学校→東郷町山田→東郷町浦田→川内市中村町

・調査実施官署 鹿児島地方気象台

・調査実施者 上之薗正利福迫幸治榎本茂樹川畑篤紀

4.調査結果

被害の大半は崖崩れなどの土砂崩壊であった。瓦の被害はほとんどなく，室内の

被害も本震に比べるとかなり少ない。宮之城町広瀬では3月 26日のM6. 5の地

震で地割れや断層を発見したとの住民からの情報を得たので，調査をした結果，宅

地内に地割れが発生していた。調査した範囲では，本震による地割れ・ひび割れ後

に大雨が降り，地盤が緩くなっているところにM5. 6の地震が発生したため，崖

崩れや道路の亀裂・陥没の被害が多くなったと思われる。
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鹿児島県消防防災課調べ災害状況

別紙 2- 1 

3/26， 4/3， 4/5， 4/9の鹿児島県蟻摩地方を震源とする地篇災害状況

(平成9年4月11日 1 3 r 0 0現在)

1 地震状況

発生日時 3/2-6・17: 31 4/8・04:33 4/5・13:2 ~ ./9・2S:20 

111..1.方 1!111'地方

震源地 t' 32. 01 間 左 t I 32. oa 同 E 

I I 130. 31 1 I 130. 41 

震源の慢さ 7laD 10b 10回 1 0回

II(マFエチュード) 6. 3 6. 5 4. 9 4. 9 

量a台 一 一 -・・田・・・・・・・・・・圃・ 一6昔
県 制官 -・・・・・・・・・・田園圃圃 --・・・・圃. 一
防省. 一 -圃圃- 一 一，. 61 E u町，岡Al市 1I町 ‘ 一 一
総省 州.RAI. 11M 月内 一 -圃-・-

5強 B 都路町，幽町，U町， 月向車，1郎町 IBlIr I.~ 

量調町

I1台 一 ~Þ.l， ri~ 同内，12量 一
51 tl町.I1野町，金崎町， 野田町，大目前，川町， 電車J{，IC'f 倒町，12断

s B詰耕 路島町

峰 1*台 制.大C，.A.鹿児島 争入 一 m内， iil 

4 県 .0町.t!~， I札 金崎町， lllf，鰍柄。 1-町IJU帥.PI~.ø， 音量町，!IIf， î町，

lU宙， IJr.知11[， 担JIlIf，I分布，1訓町. 入幸町， ~II[，都純町. 事錫~，野田町， 1.1f，

上耐，6:元町.ま宮町. 大前，IUJIf，市幸町. 知市.11Ji m町，阿~I'市，知事，

市幸町，蜘幸町.前例. ~~制， 11町， t松町 担JU町

lil町，1山町，1島町

*県は.震度情報ネシトワークシユテムによる震度である.

場開一市町村で，気象台と県で震度が異なるのは，観測地点が遭うことによる.

2 災事対策本部等の叡鑑状況

( 1 )県 災害警戒本部

( 2 )市町村

①災害対策本郵 (2町) 鶴田町.宮之城町

②災害警戒本部 (2市l町) 阿久根市，入来町.太口市
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鹿児島県消防防災課調べ災害状況

別紙 2- 2 

3 鉱害状況

( 1 )人的被害

区分 8/26 4/3 4/5 4/9 針

重傷 1人 1人 一 一 2人・

軽傷 30人 4人 一 一 S 4人

計 '3 1人 5人 一 一 3 6人

( 2 )住家被膏

区 分 3/H 4/3 4/5 4/9 計

全 接 4様 -司同・・・・M・a・- 一 一 4棟!

半 担軽 H棟 7棟 一 一 31被 l

ー都破損 2， 071様 107棟 11棟 l複 2， 190棟

昔+ 2， 099棟 114棟 11棟 !被 2， 225棟

( 3 )非住家筆書

区、 分 3/26 4/3 4/5 4/9 針

金 領 3棟 3榎 1櫛 一 ?棟
. 

半 寝 l~ 一 .. 同・・・・・・・嗣・・・・ !被|

一部破損 237棟 10棟 H事 l棟 2 ~ 9棟

合十 240棟 14練 1楳 !被 251棟

(4 )環境生活関係被害

3/26 4/ 3 4/， 5 4/ 9 t十
区分
15 金It千円) 自画 釧{千円) Ij 錦{千円) E百 金量(千円) 11 金額(千円)

~i~012 200 200 30 一一 00 

陸部ia 1-ーァ 200 一 -・・-園田自圃- 200 

量骨量分S 1-/...1 10 一一 10 I 

計 .00 210 30 一一 s 640 

-112-
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鹿児島県消防防災課調べ災害状況

別紙 2- 3 

( 5)保健福祉関係被害

3/26 4/ 3 4/ 5 4/  -9 計
区 分

I i 企・(千円) • i 釧(千円) I j 金値(千円) 金‘{千円)陣E金.(千円)
保 健 所 SIU 2，431 31凶 2， Hl 

県立病院 2鰍 83 2鯛 83 

食肉‘生陸軍軍 l悩E 一 1凶 一
精薄福祉施殴 7 ・ 150 T I 250 

病院診療所 38割民 26， 908 l布陣 500 39紺 27， .08 I 

老人保健施程 2‘置 3， 200 1制 3.200 

老人福祉施股 15 I 9， 23( 1・ 調査中 16 I S， 234 I 

身障福祉施股 2 I '査' 2 I Eま中
児童福祉施股 %8 I 4， 503 28 I 4， 503 : 

水道施政 6 市町 5. 1 S 0 3市町 380 9 i~ 5. 530 

簡易水道 3馴 8. 400 3 富岡 8. (00 

t会II ， a ! 1'51 一 l事着目 一
1+ 一 60， 1 7 9 一 uo 一 500 一 51，059 

( 6 )商工労働関係被害

3/26 4/ 3 4/ 5 4/ 9 t+ 
区分

附 金量(千円) 件量 金I(千円) 件数 金額(千円) 怜 t・(千円) 書量 金量 (千円)

唐舗 8~ 189，100 22 6， 620 200 1， 100 113 191.020 

その随腕 42 65，900 500 一 一 100 H 6 &. 500 

商品等 562 110.683 101 8， 215 21 221 23i 2，OU 107 121. 245 

県有‘a16 1， 89! 50ー 一 11 1. 948 1 

級生豊田露 35一一一一 381 -ーーー

骨+ 7・H 361，581 129 15，445 23 421 28 3， 260 9'20 386，713 

( 7 )農業関係被害(単位;千円)

3/26 4/ 3 4/ 5 4/ 9 き十
区 分
li 企I(千円) 'J 金量(千円) 1I 企I(千円) “!錦{千円) I i 生直(千I'n

s 地 105 37%， 000 111 356，000 6~ 124， OO~ 218 85%. 0'00 

a作骨 一 3， 4501 一 375 一 一 一 3， 825 I 

I I • It 151 ' 63， 200 一 一 一 一 5. 300 17 68. 500 

県富.a等 1. 192 -3， 269 一 一 (， Hl 

世 121 U9.8U lH 359.644 621 124，DO( 2 5， 3 0 ~ 299 928， 786 

q
J
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，鹿児島県消防防災課調べ災害状況
別紙 2-4 

( 8 )林務水車関係被害

3/26 4/ 3 4/ 5 4/ 9 制F
区 分

11 企I(千円) 1I 金値(千円) 首E 金11千円) ‘E 金値(千円l 金I(千円)1I 

治山闘係 24 260.800 20 225，000 20 227， 000 U，900 67 157，700 

林 道 67 6 O. OOD 34 27，000 一 一 101 -87， 000 

11誌I11 60D 一 一 一 一 600 

欄税制 2. 000 2， 000 一 一 4， 000 

B敵......111 2.87， OO~ 一 一 一 一 111 H7，OOO 

漁港施殴 2地 708，600 一 一 一 一 2治 708，500 

官十 一1， 318.900 65 2S4，OOO 20 227，000 44，900 一1. BH. 800 j 

( 9 )土木関係被害

3/26 4・/ 3 4/ 5 4/ 9 酔
区 分
四itl (千円) • i金値(千円)同i•• !千四) ‘百企‘(千円j • 1 金額{千円)

商 M 12，700 45，700 5， 500 1 S 63，900 

ヨ 路 93 958，500 72 993.100 lQ 85，500 18， 100 179 %. 055，20.0 

a 量 70， 000 -142，000 一 一 % U. 000 

' B 67，000 一 一 一 一 67.000 

土砂 Ji 1 0 300， OO~ 15 86，000 86，000 13 126，500 40 596，500 

語 -首 60，000 l 、453，000-・・・・ 一 513，000 

t f !宅 21 H，981 11. 527 一 一 23 55. 508 

富市金.， 一 16， 000 一 一 16.000 

計 135 1. 51 2， 18 1 102 1. 747， 327 14 176，000 17 10. 600 268 3，579，108 

(l 0)斤舎関係被害(単位}平円)

3/26 4/ 3 4/ 5 4/ 9 E十
区 分

合庁B金I(千円)断E 金額{千~} 合庁自金歯(千円)官庁S金額(千円)附金値(千 A} 

庁舎災害 4，187 226 ー 一 55 10 4， 468 

公舎災害 5， 278 1， 000 ー 一 ー 一 6， 27 8 

富十 10 9， 46 5- 1， 226 ー 一 55 14 10， 74 6 

(11 )教育関係被害(単位:千円)

3/26 4/ 3 4/ 5 4/ 9 針
|区 分
i a il (千円)I ii企I(千円) I a企首(千円)I i金割(千円)四日企.(千円)

まま孝雄‘a31 380，229 550 2 調査中 ー 一 42 380，779 

i.t李被届g20 16， 151 l 網査中 一 一 ー 一 21 16， 1 S 1 

t会最官‘“ ー 一 11. 500 ー 一 ー 一 3 11.500 

I 13，298 ー 一 ー -・・・・・鴫圃田圃・4・・・ ー -岨-圃闘凶・・ 13， 298 

院院住宅 411 3. 100 ー -ー ー 一 12 240 23 3. UO 

計 611 U~， 3リはL...:.!・ 050 2 調査中 Il~ 240 9~ .25， oo8 I 
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鹿児島県消防防災課調べ災害状況

別紙 2-5 

(1%)被害額計

区 分 被 書 額

3/26 4，121，526千円

4/ 3 2，390，072千円

4/ 5 527，927千円

4/ 9 197，355千円

合 計 7.236.880千円

4 道線状況は/10)

市町村名 選鰻箇所数 道雄人数

蒲生町 1か所 4世帯 8人

官之櫨町 4か所 3 7世帯 62人

計 5か所 4 1世帯 70人
一一一

(参考)述書量勧告の発令状況

市町村名 地区名 発令日時 対象世帯 実遊雛者数|

宮之城町 ?自野地区 4/ 3 05:50 166世帯406人 16世帯al人

" 平川地区 4/ O 16:00 l 世帯 2人 !世帯 2人
蒲生町 米丸地区 3/28 18: 00 4世帯 8人 4世帯 B人

昔十 2町3地区 1 71 世帯H6人 %1世帯o人|
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1的7年4月3日鹿児島県薩摩地方の地震の被害写真(抜粋)

宮之城町高峯付近の道路の陥没穴(直

径50cm) と長さ 20m幅lcmの亀裂
(Noll) 

川内市国分寺町墓地の南西方向に落下
した墓石(北より撮影)(No19) 

東郷中学校舎付近の立木で止まった岩

石と畑に落ちた岩石 (No26)
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0鹿児島県薩摩地方の地震現地調査報告書 |調査報告41

1 .概要

199 7年 5月 13日14時38分，鹿児島県薩摩地方で、マクゃニチュード6.3の地震

が発生し，鹿児島県川内市で震度6弱，宮之城町で震度5強，阿久根市で震度5弱を観測

した。その後， 1 4日o8時32分にはM4.7の地震が発生し，川内市・宮之城町で震
度 4を観測した。

この地震により鹿児島県北部の広い範囲で被害が発生し，被害の大きかったと思われ

る出水市，高尾野町，阿久根市，川内市，東郷町，串木野市，宮之城町，入来町，鶴田町につい

て5月 13---15日に現場検証及び聞き取り調査を行った。

2. 現地調査

調 査 地 ，有、 出水市役所・出水地区消防組合 |地図上 l写真
震度の推定 5 ~~ 
地震動の状況 振動方向|下→南北方向 j継続時間|約20秒 |地鳴り|ゴ、ォー
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-机の引き出しが飛び出す。車運転中に道路が前方よりさざ波が波打ってくるように

見えた。

( 2) 

調 査 地 占 出水市定ノ段地区 |地図上 2 I写真 2---5 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 斜面表土崩壊

地震に よ る被害状況等

-山体の斜面表土崩嬢等

主に3月26日の地震の際に崩壊が起こったものであると思われるが，それに加え

」ーエ今国型地震により，さろに一部が崩壊した模様。

( 3) 

調 査 地 占 出水市大川内地区 |地図上 3 I写真 6---9 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|縦→横 |継続時間|約20秒 |地鳴り|ゴ、ォー

地震に伴う自然現象 落石

地震による被害状況等

-落石による家屋半壊1棟，避難4世帯。

崩れた裏山は，元々石切場であったらしく，地震動でない場合でも小規模の落石は発

生しており，落石防止柵が設置されていた。 3月26日の地震で，巨岩が防止策を越

えて住家まで達し，住家半壊となった。さらに今回の地震では，山の下まで落ちたも

の中腹で止まっているもの等，落石が相次ぎ発生していた。立入禁止区域であった

ため岩石の大きさは測定できなかったが， 3.x2X2m程度あったように見えた。

Q
d
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(4 ) 

調 査 地 占 両尾野町御岳地区(金峰神社)I地図上 4 I写真 10------16 
震度の推定 5弱

地震動の状況 振動方向|縦→横 i継続時間 130秒 l地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る 被害状況等ー

-鳥居倒壊，石灯寵倒壊等

石段を上がったところに設置されていた鳥居が倒壊し，石段の下(道路)に落下し

た模様。柱を固定している基礎部分は，長さ 20cmの鉄筋 10本が入ったセメント
により固定されていた。柱は直径32 cm，高さ 33 0 cm，上部の桁37X22X220
cm。石灯寵は3月26日に転倒したのではなし、かと思われる。

記念碑 (40 x 3 2 x 1 2 0 cm)が反時計方向に約 30度回転していたD

狛犬の土台に 5cmの隙聞があった。

-付近の住家では引き出しが飛び出し，椅子が東西に揺れた。
t 

(5 ) 

調 査 地 占 阿久根漁港 |地図上 5 写真 17------20 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間I不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 液状化現象，段差，亀裂

地震に よ る被害状況等

-液状化現象

3月26日の地震と同様，今回の地震でも液状化現象が見られたが，前回に比べると

発生箇所は少ない。

-段差，亀裂

3月26日の地震による被害と比較して， 1 ------2 cm程亀裂の隙間が大きくなった模様
である。

(6 ) 

調 査 地 占 川内市役所 I地図上 6 l写真一一
震度の推定 不明

'¥ 

地 震動の状況 振動方向|不明 !継続時間|不明 |地鳴り i不明
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等‘

-最初下から持ち上がった感じで揺れた。また， 3月 26日より強し、揺れを感じた。

屋内では本棚等耐震固定していたので，ほとんど倒れなかった。

( 7) 

調 査 占 川内市鳥追町(川内駅前弁当屋) I地図上 7 I ~与真 21 ------22 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震 よ る 被害状況、等

-ガス管がはずれ， 20"""'" 3 0分後に爆発。爆風によりシャッターがひしゃげ，内部は
ガラス等が飛散し，足の踏み場もないほどだ、った。その後引火し，火災となった。

-近隣の川内ホテルではシャンデリアが落下。

， 
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( 8 ) 

調査 地 占 川|内市山之口町 (ホームセンター) |地図上 8 |写真 23--25 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 I継続時間|不明 l地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る 被害状況等ー

• 1階売場の天井板が約30X、50mにわたって落下し，断熱材が散乱していた。売
場入口の方から天井板がバラバラと落ちていったが落ちるまでに少し時間があっ

たため，客 1人が軽傷を負っただけで済んだ，とのことo

-振動方向はわからないが， 3月26日は縦揺れが激しかったが，今回は横揺れが激し

かった(底長) 0 

( 9) 

調 査 地 占 川内市矢倉町(墓地) |地図上 9 1:与真 26--27 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 !地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-墓石が反時計回りに約 15--30度回転していた。転倒したものはなかった。

-墓地の隣の民家の石塀(高さ 2m)が，幅約 10mにわたってN方向へ倒壊してい

た。

(10) 

調 査 地 占 川内市天大橋付近 |地図上 10 i写真 28--.29 
震度の推定 不明

地震動の状況， 振動方向|不明 |継続時間|不明 l地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 亀裂

地震に よ る 被害状況等

-川内川め天大橋上流の数百mにわたって左岸堤防の天端に亀裂が入る。すでにビニ

ールシートで覆われていた。その少し上流にも，長さ 30m，幅 1cmの亀裂が入って

いた。

、‘.，，tA
 

唱
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調 査 地 占 川内市中郷町野間島公園 |地図上 111写真 一
震度の推定 一
地震動の状況 振動方向| 一一 |継続時間| 一一 l地鳴り|一一
地震に伴う自然現象 一

地震によ る被害状況等

-気象庁設置の震度観測局の施設点検，異常なし。

(12) 

調 査，地 占 川内市白浜(国道267号線) |地図上 12 1写真 一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 l地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 亀裂

地震によ、る被害状況等

-道路中央部に長さ約 20mの亀裂が入り，片側通行となっていた。



122 験震時報第62巻第1--4号

(13) 

5周 査 地 占 川内市田海町(商庖) |地図上 13 |写真 一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|下にハと落ちた|継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-揺れは3月26日より強くて，長く続いた。陳列品が落ち，テレビが台から落ちた。

(14) 

調 査 地 占 東郷町宍野(共同墓地) 地図上 14 |写真 30.........32 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-墓石26基中'，W方向に転倒したものが6基，反時計回りに回転したものが4基あり

，回転角度は最大90度で、あった。また，墓地東側の盛り土がずり下がって割れ目が
生じており，その近くで被害が大きかった。

(15) 

調 査 地 占 川内市長野 |地図上 15 1写真 33.........35 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 崖崩れ

地震に よ る被害状況等

-崖崩れで通行止め。道路脇の崖が2ヶ所崩れていた。 1ヶ所は両さ 15m，幅 10
m，もう 1ヶ所は高さ 10m，幅5m。落下した土砂は道路の幅一杯に広がり，道路
を塞いで、いたが，撤去作業中であった。

-近隣に墓地があったが転倒や墓石の回転はなかった。

(16) 

調 査 地 占 東郷町藤川 |地図上 16 I写真一一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 亀裂，崖崩れ，落石

地震によ る被害状況等

-藤川天神付近の道路に長さ 5m，幅1cmほどの亀裂が発生していた。ここから上流
は，道路脇の小規模な崖崩れや落石が随所に見られた。
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(17) 

調 査 地 占 東郷町本俣(水源地付近) |地図上 17 I ~与真 36--37 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 崖崩れ

地震 よ る被害状況等

-水源地のすぐ上が両さ 20mX幅20mにわたって崩れていたが崩壊によって露
出した岩石(泥岩と思われる)が新鮮でないことや，倒木の葉が枯れていることか

ら， 3月26日の地震で崩壊したものと考えられる。
-約200m上流で、も高さ 20mX幅 30mの崖崩れが発生しており，J 11の水が濁つ
ていた。調査時点で付近の450世帯が断水中。この崖崩れは3月26日も一部崩
れた模様であるD

(18) 

調 査 地 占 東郷町本俣 |地図上 18 I写真 38--39
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 崖崩れ

地震に よ る被害状況等

-道路横の崖(両さ 5mX幅 15m)が崩れ，崖上の電柱が倒れていた。
-付近の屋敷の段墓地では， 10基のうち 1基 (23X 23 X60cm)だけが反時計四りに
約30度回転していた。
. 2 km下流の墓で、は墓石は動いていなかった。

(19) 

調 査 地 占 串木野市上名(串木野ダム) I地図上 19 |写真 40--41
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 l地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 亀裂

地震に よ る被害状況等

-堤防の天端に50mにわたってビニールシートがかぶせられていた。市役所の人の
話では，害IJれ目の最大幅は2cm，最大深さは60 cmo 

• 3月26日は下から突き上げたが，今回は横揺れが強かった。今回の方が揺れが大
きかった。

(20) 

調 査 地 占 串木野港 |地図上 20 i写真
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-岸壁の継ぎ目で長さ 50mにわたって隙間が生じていた。幅は最大4cm，海側が 1・
cmずり落ちていた。ただし，今回の地震によるものかどうかは不明。

-123-
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(21) 

調 査 地 占 串木野新港 |地図上 21 |写真 一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-岸壁の継ぎ目に食い違いが生じていた。海側が4cmずり上がっていた。ただし，今
回の地震によるものかどうかは不明。

(22) 

調 査 地 占 入来町浦之名(墓地) l地図上 22 |写真 42~44
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 l継続時間 l不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状 J 況等

-転倒した墓石はなく時計回り，反時計四りに回転したものが混在しており，約 20~
30度回転していた。

(23) 

調 査 地 占 入来町品IJ田(墓地) |地図上 23 l 写真 45~46
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-墓石は倒れないようにコンクリートで固定しているものが多く，転倒しているもの

はなし。石灯寵は数個倒れていた。回転しているものが 2基あり，時計・反時計四

りに 1基ずつ約 20度回転。

(24) 
調 査 地 占 宮之城町屋地(宮之城町役場-)I地図上 24 I写真一一
震、度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間 115"-16秒 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-机上の扇風機やすわりのわるいものが落ちた程度。 10秒くらし¥/J、さな揺れのあと
6秒くらし、強し、揺れ。方向はわからない。 (役場職員による)

-町内では屋地の城之口で建物被害，泊野地区で主に崖崩れ，白男川・五日町・時吉・

広瀬，池之野地区で瓦被害。 (役場職員による)

124 -
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(25) 

調 査 地 占 宮之城町城之口(宮之城南校)I地図上 25 |写真 47.........56 
震度の推定 5強........6弱

地震動の状況 振動方向 l不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 地割れ

地震に よ る被害状況等

-鉄筋コンクリート 3階建ての校舎2棟が被害。昼からの授業はなく，けが人なし。

• 1号館の被害は建物内部のコンクリート壁にひびが入る程度で窓ガラスもほとん
ど割れていない。

• 2号館(実験棟)の 1階部分は，ほとんどの柱で鉄筋が露出し，曲がっている。廊下
、と教室の仕切りが折れ曲がり，北側の窓ガラスのほとんどが壊れ，北側に少し傾く。

• 1号館と 2号館の2階連絡通路2つのうち，西側の連絡通路は2号館と接続部がは
ずれて約 10 cm開いている。また，東側通路は 1号館に近いところで，接続部が 10 

cm程度開いている。

-運動場からテニスコート内にかけて半円形の地割れが多数発生。運動場のものは，

長さ約 30m，高い所で約 10 cmの段差。テニスコートの半円形の地割れの内側は

少し落ち込み，地割れの長さは約 20m，幅約 10 cm，深さ約 50 cm程度o

-高校のある場所は小高い丘の端にあり，地割れは崖に近いところで発生している。

-高校の建物は旧建築基準法で建てられている。隣の体育館は新しく，建物には被害

なし。

-振動方向，継続時間等は覚えていないが，とにかく大きな揺れであった。 (高校事務

職員)

(26) 

調 査 地 占 宮之城町城之口(浦立健一氏宅)I地図上 26 l写真 57.........61 
震度の推定 5強
地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 地面の沈下

地震に よ る 被害状況等

-盛り土した宅地で棟瓦がすべて溶下し太陽熱温水器も屋根から落下した。ブロツ

ク塀(鉄筋入り)倒壊。外の冷蔵庫転倒。

-屋内ではタンスが転倒，テレビが落ちた。

• 3月26日より揺れは強かった口
-浦立氏近隣では瓦被害が多く，鉄筋の入っていないブロック塀が倒壊していた。

-付近の道路に長さ 7........8m，幅約 15 cmの亀裂が入っていた。

(27) 

調 査 地 占 宮之城町五日町(観月台団地) -'地図上 27 -I写真 62.........63 
震度の推定 5強

地震動の状況 振動方向 IE-W i継続時間|不明 1地鳴り!不明
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る 被害状況等

-県営・町営の一戸建て住宅(築 1........3年で30世帯あまりの新しい団地)のほとん

どの世帯で瓦被害甚大。

. E:-W方向に大きく揺れたため，屋内ではこれと直角な方向に置いていた家具(タ

ンス等)が転倒。また，柱の継ぎ目付近の壁のひび割れやクロスが破れるなどの被

害が多かった。揺れ方は前回 (3月26日)以上であった。 (団地内の稲留氏)
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(28) 

調 査 地 占 宮之城町五日町(墓地) |地図上 27 1写真 64-....，66 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 l 地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被ー害状況等

-墓地の約 1割の墓石が転倒し， N-""'E側へ転倒。回転しているものは時計回りに約

45-....， 200度回転していた。

(29) 

調 査 地 占 宮之城町白男川(墓地・民家)1地図上 28 |写真 67-....，69 
震度の推定 5 ~~ 

地震動の状況 振動方向|不明 i継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る 被害状況等

-墓地

40基中 3基転倒 (W側へ 1基， N側へ 1基)，回転しているものは少なく，時計四

りに約 20-....， 30度回転(現王園氏によると，既に直した後とのこと)。

-現王国氏宅

タンスは倒れなかったが本棚の本が落ちた。掛け時計も落ちた。この，前の地震に比

べると横揺れが強い。

-近隣では，瓦被害が多かった。

(30) 

調 査 地 占 宮之城町浅井野(民家) |地図上 29 |写真 70 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等.

-住宅の棟瓦被害が多かった。

(31) 

調 査 地 占 宮之城町一ツ木 l地図上 30 I ~与真 71 

震度の推定 不明
¥a  

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間 l不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 崖崩れ

地震に よ る被害状況等

-国道504号線沿いの両さ約 20mの崖が幅約 5mにわたり崩れ，直径約 1mの岩

石 10数個が道路上に落下。

-126 
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(32) 

調 査 地 占 宮之城町母ケ野 |地図上 31 l写真 72 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 i地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 道路の亀裂

地震に よ る被害状況等

-国道504号線の道路に亀裂，すでに補修していた。 3月 26日の地震でも同場所

で亀裂が発生していたD 国道は川と平行しており，亀裂のほとんどは川よりの方で

発生していた。

(33) 

調 査 地 占 宮之城町両峯(ニ腰克己氏宅)L地図上 32 I ~与真 73"-' 75 
震度の推定 5強

地震動の状況 振動方向 l不明 、 l継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 亀裂

地震に よ る被害状況等

• 3月26日の地震で棟瓦が少し被害を受け修理したが，今回の地震ですべて棟、瓦が
N側へ落下した。

-室内ではピアノが動き，障子・襖がはずれた。

-屋外では前回の地震で建物の壁面にヒヒずが入ったが，今回の地震で隙聞が広がり，犬

走りにも亀裂が発生した。

-周辺の山で数カ所崖崩れが発生し，道路に亀裂が入った。

(34) 

調 査 地 占 宮之城町南峯(墓地) |地図上 33 |写真 76 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 i地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-墓地の9割以ょがS側"-'W側へ転倒し，倒れなかったものは反時計四りに約 30度

回転していた。 3月 26日より多く転倒し，回転方向も逆方向となった。

-斜面の一部にヒビが入り崩れかけていた。

(35) 

調 査 地 占 宮之城町時吉 地図上 34 |写真 77 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 l地鳴りI不明
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-時吉地区では瓦被害が多く発生していた。

つ山
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¥ (36) 

調 査 地 占 宮之城町広瀬(原次夫氏宅) I地図上 35 |写真 78-----8] 
震度の推定 5強

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 地割れ，崖崩れ

地震に よ る被害状況等内の埋設部分で

-宅地内に地割れが数ヶ所発生し，母屋の柱がずれ，礎石部分で隙聞が発生した。棟瓦

2-----3枚が落下した。牛小屋付近の地割れは，約 10 cmの段差がで、き，水道管が宅地

破損した。

-住宅入口付近の高さ約 20mのシラス崖が幅約 20mにわたり崩れた。

-周辺の山でもシラスの崖が数カ所崩れていた。

-揺れ方は突き上げるようであった。

-周辺の住宅では瓦被害が多く，石垣の崩壊も見られた。

(37) 

調 査 地 占 宮之城町広瀬(墓地) |地図上 35 |写真 82-----83 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-墓石の転倒は3基で， 2基はW側へ， 1基はE側へ転倒。銘碑が 2-----3個倒れている

のみ。回転しているものも少なく，ほとんどは時計四りに約 20-----30度回転して

いたが，反時計回りに約 20度回転しているものが 2基あった。

(38) 

調 査 地 占 宮之城町池之野(今国幸一氏宅)I地図上 36 I写真 84-----87 
震度の推定 5強

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 亀裂

地震によ る被害状況等

-室内では家具が東西に倒れ，屋外では棟瓦の被害と住宅入口の通路が崩壊した。

-周辺でも瓦被害，石垣崩壊等の被害が多かった。

-今国氏宅付近の農道に亀裂(長さ 30m，開口I福最大 30cm，深さ約 30 cm) 0 

(39) 

調 査 地 占 宮之城町池之野(墓地) i地図上 36 |写真 88-----89
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なじ

地震によ る被害状況等

.14基のうち 13基が転倒 (W側へ 1-1基 N側へ2基)し， 1基は反時計回りに

約 15度回転。
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(40) 

調 査 地 占 宮之城町虎居(宮之城農業高校) I地図上 37 l写真 90--.....94 
震度の推定 5強

地震動の状況 振動方向|上下→水平|継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等一

-校舎外壁損壊等 l 

校舎4棟，体育館に被害。 3月26日の地震で、亀裂が入ったものに加えて，今回の地

震により一部が崩壊，鉄筋がむき出しとなった。第 1棟は3月26日の地震で校舎

1階の一部で破損があり，鉄骨で補強されていた。また， 2基の高架水槽が支柱付近

の亀裂により漏水。校舎2階の食品科学室，応用生物室に設置された棚の薬品類が

落下した模様で消毒，清掃を行っていた。

揺れ方は初めに上下動があり，その後大きな水平動，ガラガラとコンクリート片の落

ちる音がした。

建物は旧建築基準法により設計，建築されたもの。

一
(41) 

調 査 地 占 鶴田町下尽塚原(鶴薗氏宅-)1地図上 38 |写真 95--.....97 
震度の推定 5強

地震動の状況 振動方向|不明 i継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

• 3月26日の地震ではサッシのガラスが 2枚割れた，水屋が倒れたくらいで瓦の落
下も少なかったが，今回は増築部分が壊れ傾いた。瓦もかなり落ちた。水屋・タンー

スが倒れ，中のものが散乱した。 (家屋は盛り土の所に建てられ，増築部分は構造に

問題があると思われる。)

(42) 

調 査 地 占 鶴田町大願寺(木下氏宅) i地図上 39 |写真 一
震度の推定 5強

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

• 3月26日の地震でモルタル壁に亀裂が入り，シリコンやビス等で補修したが，今回
の地震ではがれ落ち，家屋の内壁，天井も落下した。台所の流し台が西側と南側にそ

れぞれ約 3cmずれたD また，冷蔵庫も移動し，タンスなどが倒れた。

(43) 

調 査 地 占 鶴田町大願寺(大迫氏宅) |地図上 39 |写真 一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|上下→水平|継続時間|不明 加!!鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

-屋内のタンス・水屋の中のものが飛び出した。家が倒れるかと思った。

Q
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(44) 

調 査 地 占 鶴田町大願寺(墓地) |地図上 39 |写真 98 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向l不明 |継続時間|不明 l地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る 被害状況等ー

. 3月26日の地震で転倒した墓石は数基だ、ったが，今回は約 50基中 13基転倒し

た。回転しているものは時計回りに約45度回転している。

(45) 

調 査 地 占 宮之城町湯田(川添氏宅) |地図上 40 |写真
震度の，推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 !継続時間|不明 !地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震によ る被害状況等

. 3月26日の地震では2階屋根のE側，W側の瓦が落ちたが，今回は1階のE側の瓦

が落ちた。

(46) 

調 査 地 占 宮之城町湯田(員崎氏宅) |地図上 40 |写真 一一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|下→横 i継続時間 L10"':""20秒l地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 なし

地震によ る 被害状況等

. 3月26日の地震で食器類が落ちて割れたので，今回は食器類を床に置いていたた

め割れることはなかった。前回，瓦が落ちて修理したが，今回も落ちた。

(47) 

調 査 地 占 鶴宮之城町湯田(益山建設) I地図上 40 |写真 一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向 IE-W |継続時間 I10"'20秒|地鳴り|なし
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-事務所のキャビネット，水屋が倒れた。コピー機が西に約 1m移動した。額縁が落

ち，蛍光灯の傘が外れた。 3月26日の地震の後修理したが瓦がまた落ちたD

-130-



1997年3月26日と5月13日の鹿児島県薩摩地方の地震調査報告 131 

(48) 

5周 査 地 占 鶴田町湯田原(松下氏宅) |地図上 41 |写真

震度の推定 5~虫

地震動の状況 振動方向 Is-w ，1継続時間 110数秒 -1地鳴り|なし
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

鶴田町東湯田原(松下氏宅)

-いきなり南北に強く揺れ，外に飛び出したくなったが，屋外も危ないと思い我慢し

た。外を見ると車も大きく左右に揺れていた。

-瓦は3月26日に多数落ちたため今回は数枚程度だ、った。屋内の壁は前回の地震で

横に亀裂が入ったが今度は縦に亀裂が入った タンスや水屋が倒れ食器等が破損

した。また， S側の戸袋がはずれ，家がN側と S側にそれぞれ約 3cm傾いた。

-隣家では，東西に向いたタンスだ、けが倒れなかった。

. 6棟の住家がかたまっていたが，畑に盛り土をし，造成した住家が揺れが強かった。

(49) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(津曲氏宅) 地図上 41 |写真 一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 i地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-今回の地震より 3月 26日の地震の方が揺れが強かったD 本棚が倒れ，水屋の食器

等が落ちた。本棚は南北側に倒れた。また， 1階の温水器が倒れた。

(50) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(鶴田小学校) 1地図上 42 |写真 一
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向 jE-W |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-校舎に亀裂

3月 26日の地震で校舎の至る所に亀裂が入った。敷地のN側にあった視聴覚室は

破損が激しく既に解体作業もほぼ終わっていた。今回はあまり被害はなく，新しい

亀裂が数カ所，校長の話では3月26日の地震の方が揺れは強かった。

(51) 

調 査 地 占 鶴田町湯田原(鶴田公民館) J 地図上 42 1写真 99 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 i継続時間|不明 |地鳴り|不明 l

地震に伴う自然現象 なし

地震に よ る被害状況等

-公民館の天井板が破損していた。
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(52) 

調 査 地 占 鶴田町植ヶ迫(笈田氏宅) |地図上 42 |写真 100--102 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 亀裂，崖崩れ

地震に よ る被害状況等

-住家半接

住家入口のセメント舗装に幅約 10 cm，長さ約46 0 cm，深さ約60cmの亀裂。住人

は避難しているため，どの地震で発生したかは不明。住宅のN側にある崖が土砂崩

れにより住宅の一部に覆い被さっている。役場での話によると， 3月26日に裏山

が崩れ住宅に迫っていたが，今回の地震で、家を覆った。住宅は南西に傾いている。

(53) 

調 査 地 占 鶴田町櫨ヶ迫(墓地) |地図上 42 1:与真 103--104 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 |地鳴り|不明

地震に伴う自然現象 なし

地震による被害状況等

-転倒した墓石は2--3基。回転しているものは， 3基が反時計回りに約20度回転，

それ以外の墓石は時計回りに約 30........45度回転していた。

(54) 

調 査 地 占 鶴田町浦川内県道鶴田大口線|地図上 43 |写真 105--107 

震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 i継続時間|不明 i地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 落石

地震によ る被害状況等

-落石による通行止め

川内川第2発電所付近の県道鶴田大口線で道路横の崖から巨岩が道路に落石。巨岩

の直径は約2--3mで，高さ約 20mの所から幅約 10mに渡り多数落下した。

一 一一一一一

(55) 

調 査 地 占 鶴田町上下大迫(上大迫氏宅)I地図上 ~写真 108--109 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間 I20........30秒|地鳴り|ドーン
地震に伴う自然現象 なじ

地震に よ る被害状況等

-宅地入口の検地ブロック(両さ約2'm)が幅約4mにわたり崩壊。また，井戸のコ

ンクリート製蓋が約 20cmずれた。

-地震の揺れは3月26日より横揺れが強かった。

-付近の墓地では墓石 10数基の内， 4基が時計回りに約30--45度回転。
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(56) 

調 査 地 占 鶴田町町道平江線(鶴田タ‘ム手前>1地図上 45 J ~与真 110--111 
震度の推定 不明

地震動の状況 振動方向|不明 |継続時間|不明 1地鳴り|不明
地震に伴う自然現象 崖崩れ

地震 よ る被害状況等

-崖崩れによる通行止め | 

鶴田ダムの手前で崖(コンクリート吹き付け済み)が崩壊。高さ約 30m付近から

崩れ，道路が土砂に埋まる。役場によると 3月 26日の地震で一部崩れ通行止めと

していたが，今回さらに崩れた。

3.調査日程と調査実施官署及び調査実施者
被害の発生した自治体へ出向き，被害発生状況から下記のルートで調査を行った。

調査日 199 7年5月 13日

川内市役所→川内市街地

1 997年 5月 14日

第 1班 出水市役所→出水地区消防組合→出水市定ノ段地区→

出水市大川内地区→高尾野町御岳地区→阿久根漁港

第 2班 川内市役所→川内市田海→東郷町役場→東郷町本俣→

東郷町宍野→川内市天大橋→串木野ダム→串木野港

第3班 宮之城町役場→宮之城町城之口→宮之城町五日町→

宮之城町白男川→宮之城町泊野→宮之城町池之野→

宮之城町広瀬→宮之城町時吉→入来町副田→入来町浦之名

1 997年 5月 15日

宮之城町虎居→鶴田町役場→鶴田町湯田原→鶴田町橿ヶ迫→

鶴田町浦川内→鶴田ダム手前→鶴田町神子地区→

鶴田町大願寺地区→鶴田町京塚原地区

・調査実施官署 鹿児島地方気象台

-調査実施者 藤崎勝身帖地貞雄上原正昭上之菌正利坂元忠福島秀樹

草原清 坂井孝行榎本茂樹川畑篤紀 下木原卓也

-調査協力自治体川内市

4.調査結果

建物の倒壊は調査地点ではみられなかったが，宮之城町にある宮之城高校では

校舎(鉄筋コンクリート造り)が使用できないほどの甚大な被害が発生していた。

また，宮之城町五日町の県営・町営住宅(築 1--3年の新しい木造住宅)の全戸

で、瓦被害が発生していた。

阿久根漁港付近では発生箇所は少ないが液状化現象が見られた。

]R川内駅前の商庖ではガス管がはずれ， 20--30分後にガス爆発が起こり，

火災が発生した。

調査した地域では屋内の家具の転倒，瓦被害，コンクリートブロックの倒壊，石垣

の崩壊，墓石の転倒，道路の亀裂，崖崩れなどの被害や墓石の回転，地割れ・ひび割れ

などが見られたが， 3月 26日の地震やその余震によるものも含まれているため，見

分けのつかないものもあった。地割れやひび割れは降雨のため確認できるものが少

なかった。

ライフラインの被害はガス漏れが 19か所，水道断水被害が川内市・東郷町・溝

辺町でピーク時4600戸に達した。

-133-
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日別紙4-1』U

5月， 3日の鹿児島県橿摩地方を震訴とする地震災害扶況

( 5月21自 1 7 : 0 0発表) 9 

1 地量状現

平成9年 5月13日. 1 4時 38分ころ鹿児島県高摩地方(北緯31. 9lr. 東経

1 30. 3度)を震源とする地震が発生.震源の探さは8回，地震の規模(マグエチ

ユ}ド)は 6. 2. 

震度 気 象 .ロ』 県(震度情報ネシトワーク)

6強 鶴田町

6弱 川内布 東郷町，祁答院町

5強 宮之城町 樋脇町，入来町

5弱 問A根市 牧園町，高尾野町.金峰町，市来町，松元町，

吉松町，大口市 8吉町，阿久根市.横川町，

姶良町，野田町，栗野町.菱刈町

鹿児島市東郡元.枕崎市， 伊集院町.吹よ町，鹿児島市.東町1. ，事島町.

4 鹿児島市下福元，大口市. 上甑村末吉町れ町加世田市川辺町|

隼人町 東市来町，郡山町i枕時市，加治木町.

鹿島村，吉田町，顕娃町，開閉町，大情町.

溝辺町，長島町，徳島，財部町

(註)問ー市町村で.気象台と県で震度が異なるのは.地震計の設置場所が遣うこと

による.

2 災害対宗本部害事の監置状況

( 1 )県

①災害対策本部

鹿児島県災害対質本部

鹿児島県災害対策本部薩摩支部

鹿児島県災害対策本部出水支部

②災害警戒本部

鹿児島県災害警戒本郵姶良支部

鹿児島県災害警戒本部伊位支部 (5/2010・00問綴持判明警)

( 2 )市町村

①災害対質本部(1町)

東郷町

②災害警戒本部 (2市2町)

)11内市，阿夕、根市，入来町.藷摩R1r

3 避難状況

( 1 )避離勧告等

市町村名 区 分 発令日時 地区名 対象世帯 避縫者数

松、元町 遊離勧告 5/1317:20 HiD， ~回目 t 5世帯 17人 O 

解除
-・・・司.-ー----圃ー-.岡・-- -・ー・・・・圃・・・ー・・・・回・-_.・・・・・ a・ー ・・ー・・・・・・・・・・司・--.開・・圃・-幽圃・圃・・・聞・..・・・・且

5/16 12:00 

川内市 避難勧告 5/13 22:5~ 
-・ーーーー・・・・・ー-岨・・・・ --・・・・ーーー・・・・・咽・・・・・-ーーー・・・F

解除 5/1411:00 
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4 被害故現

( 1 )人的被害

市町村名 負

)11内市

$木野市

大口市

入来町

東郷町

種田町

宮之掠町

祁答院町

言十
L_  

( 2)住家被害

区 分 会

串木野市

野田町

川内市

樋脇町

入来町

柏田町

薩摩町

祁答院町

溝辺町

栗野町

横川町

出木市

阿久根市

高尾野町

宮之城町

東市来町

財部町

大口市

姶良町

計 (19柄)

験震時報第62巻第1---4号

傷 者

1 3人

l人

l人
2入、

1人

B人(;ちU1) 町

1 6人

1人

4 3人(うちU1) 

壊 半 壊 F 部破損

120 

3 
2 9 2 I 500 

7 

7 

2 482 

l 9 

2 4 

l 

5 

1 9 

1 3 

3 5 

5 

2 1 2 1， 0 0 1 

5 

4 

1 

4 三4/4ι242
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別紙4-2

避難所~

本俣公民館

米丸地区いきいき交流センター

Gt 
120 

3 
2. 5 11 

7 

7 

484 

1 0 

2 4 

1 

5 

1 9 

1 3 

3 5 
5 

1. 0 1 5 

5 

1 

4 

1 

4. 270 
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別紙4-3

( 3 ).非住家被害

区 分 全 議 学 壊 一部破損 計

..木野市ー 1 1 1 1 

野田町 2 2 

川内市 2 4 478 484 

入来町 1 ユ 2 

東郷町 1 l 

躍摩町 2 1 3 

出水市 l' 7 8 

阿久根市 4 4 

宮之城町 6 15 139 1 60 

菱メIJ町 1 1 

高尾野町 3 3 

繭田町 l 1 2 

祁答院町 2 2 

樋脇町 2 2 

計 04桝) 1 3 23 6 4 9' 6 8.5 
一」ー

5 農政関係

( 1 )耕地関係

施設名 被害箇所数 被 害 の 状 況 被害額{千円}

農地 5 0か所 I!HliX， II16師.A絶壁障の腕，民地のu等 1 J 0， 000. 

道路 4 9カ‘r;r 員UUt1!面州自草案置の亀裂 z 15. 000 I 

水路 3 2か所 踊土Eよる本U& ) 09. 000 

その伽隠附S 5か所 tめ抱プロ，~崩壊.?ム支量?う，?寄 40.0001 

軒 47ど亘J

況
一
日
一
一
局

状
一
れ
一
小

〉
一
員
一
茎

4

一
・
一
ア

害
↑

M
↑
は

被
一
れ
一
一
ベ
一

( 3 )農業用施設

施設の種類 被害箇所教 被 苔 の 状、 況 被害額{千円l

畜産関係 1 6件 字書目標，特.s舎等IWti割札.2舎のIUI.!卵民監a等 68. 600 

耕種関係 1 1件 E同tUのiIl.芸韓民ラインのゆがみ.1~IÍ~UIIQの撮れ l6， 300 

園芸 4関係 2件 自県民.~本.nfJ-11ti 5. 300 

そ の他 9件 農協宇宙王井-1高下.1踊.長会.a-s&損害 2¥， ¥00 

言十 111.300 

-
内‘
M

-

ハ
同
d
q
J
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(4 )県有施訟関係

施 陸 名 被害箇所数 笹 害 の 状，況

拭 験 場 1か所 麹舎瓦破損.実験器具破損 調室中

普 及 所 3か所 壁の亀裂.ガラス破損等 調査中

司E畜保健衛生所 1か所 タイノレ剥蹟， ガラス破損等 調査中

計 調査中
』園圃園圃- 一一一一一一←一一

6 土木関係

・交通規制状況 全面通行止4か所，片il'l通行6か所(詳細は別紙のとおり)

区 分 蹄崎重 笹 害 の 状 況 被害額{千町|

砂 防 sri 11 

公営住宅 26かE il"F. I~，再IlGI県草警のひび割れ寄 136，824 I 

櫓 情 4掃 zプEンのttl.首都lJ机.エプD!Jtftlleのftl' 3_~ 600 1 
道 路 10か百 車土.凶行け，i碍1.開u 1. -45 2， 1 S 0 

河 JII 8かE 踊土.11

都市公園 2かE トイレ重量I.l割れ 2，200 

土砂災害 29柑 n，島土，&il 何 ，~号 07.000 1 

計 ~ 2，619， &74 

7 商工労働聞係

区 分 蜜害箇所数 被 害 の 状 況 鍍害額{千円)

商工業関係 6 9 1か所 Eの腕.商品納闘.1.対.Uの1&.1梢の純 590. 389 

県有施位関係 4か所 打Zの蜘.lmH1割札ま純情 333 

国民宿舎 3か所 ベランダの量，'，. 調査中

言十 590.722 

B 保健福祉関係

( 1 )保健医療施設等

管内陸韓首・蓄量事a高等4 ~ ; I i置 拡 害 の 状 1兄 被害額(千円l

川内保健所管内 保健医軍需.~ 8D膚 'i"量れ;tの初等 1. 000 

宮之擁保健所管内 lli!寄ilil0.・5 支持i1.灯"1".本量苦闘等 割筆中

出水保健所官内 側臨寄iil7.'5 117"監視，木a/iイプ盛1.処E議E寄 調査中

鹿児島福祉事務所管内 il=祉a!i 1柑 &f，本自の画。 情査中

北薩福祉事務所管内 史童福祉i~ 28か商 tイラ・，i/fプ盤面.1&-1量Ii.北if世;.i-i踊客等 5. 308 

直齢者福祉車1'111か置 支持-1ft下.世の軍拡nu下里町亀裂.t~の拡大寄 2. 961 

障害者福祉i:i5'肩 壁のtR.通路のひU寄 150 

姶良福祉事務所管内 \!llilli~ ， Jか肩 聖の亀裂，目台高幸軍事 鯛葺中

高島者福証主主 2i・商 主111イIr&B.nのひV.!の亀裂寄 鯛査中

川辺稲祉事務所管内 高齢者臥â~ I 柑 書戸木の画。 、 ， 調葦中

言+ 9. O~ 

-140-
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( 2 )県有施設

施 詮 名 笹 害 の 状 況 被害額(千円)

伊集院保健所 ガラス破損，自動蒸留装置破損 113 

宮之按保健所 合庁ガラス破損，壁の亀裂並大等 調査中

三光学園 (i・5う1>111) 壁の亀裂 調査中

JII 内 厚 生 園 ガス管のひび.聾の亀裂等.ボイラー故障 調査中

阿久根食肉衛生投韮所 階段の一部に亀裂 鯛査中

県北薩摩病院 病室ベランダにひび割れ 調室中

Z十 113 
園圃園ー』薗圃圃圃ーーー

9 学校関係

( 1 )私立学在

学 校 名 被 害 の 状 況 被害額{千円)

川内需穫専門学校 unト113柑等 調査中

鳳 凪 高 校 儲純掛20儲 500 

神村学園高校 9イル宮下量崎容 調査中

川内純心高校 縫の支締官下等 調査中

れいめい高校 1，支持制等， OAl署ディZプレイE下(島28古) 調査中

れいめい中学'校 1，対tR 調室中

M~I市 fHUUl I'看 E 年程 世舎偵のtI 調査中 | 

計

( 2 )公立掌授

区 分 校教 学 校 名 被害の状況 信害額{千円)I 

全学 校 2 )校
綜~，o山，U.U.雇111，ま11，高千!.!:t. 齢聖亀裂，車道時現.

29.500 
E違.平PI巴か 1¥1ョン制官下制導

中 学 校 13校 大PI，fIS. n. 1If.教Iaか 純物仲棉寄 22. 100 

li.I[j{. U島章.tt~. 市豊島芸，林野. ~I内， そ川ルi'f.tt&のlR，

高等学校 20校 同向島1.ø~. 入室菌室.12革. ii草Al.JilU. 脚色R.I~"~時 調査中

悶女子.11:本，出木工芸.大口.a.， 1DtホエII1t 下U，lIう;1."事
特蘇教育諸学校 4校 林野義i.$草野員制的!.IUi.IUI 買う;1.11.里町制寄 鯛査中

言十 51. 600 

*能~\n. 院小学位制中.tiU. ti総書A.'I"l.州車工高につ。叩.せん覇。v割r.${tlltMJ¥9霊til

( 3 )共同調理場

施 怠 名 被 害 ".の 状 況 被害額 l千円}

川内市立学校給食センター ボイラー配管破損，食器洗浄機故障 閉ま中

鶴田町学校給食共同鯛理場 フードカッター故障 100 

高尾野町学校給食センター 外壁の一部磁摘等 600 

計

-~ -
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(4 )社会体育施控

区 分 笹害箇所数 笹 害 の 状 況 被害額l千円)

宮之櫨町 5か所 壁画創低利;-ffll，支井7ルi梅干の音?等 0，000 

横川町 1か所 Eのrt 8. 600 

鶴田町 2か所 郊のまiltl，酬の落下，支井-Str下寄
東郷町 3か所 コ・トのtR.Iま，量のu， 調査中

川内市 5か所 対廊下，齢鵬首亀裂によ~I*aか 5. 8S 0 

吉松町 ユか所 支持重苦メ-I-fri'f IS， 090 I 
躍摩町 lか所 Fうりンf;& 1. SOO 

計 L 14， 040 

( 5)社会教育施設

施設名

青少年教育施訟

公民館

計

被害の状況

肝細， ~Iの制，幻Z制等

里のtraL'i'f，地Eの昆下ガラZ断書

( 6 )幼稚園

幼 稚 国 名 2度 害 の 状 況 被害額{千円)

膏山幼稚園 床と箆が書~J"等 .-90 D 

双葉幼稚園 プロック塀倒壊 調査中

)11 内幼稚園 水道官破裂，保育室・倉庫の破損等 閉査中

宮之雛翠母幼稚閤 食器棚のガラス砿損 調歪~

みくに幼稚園 食器の破損，園舎壁タイル制限 調筆中

友愛幼稚箇 食器の破損等 調査中

串木野幼稚園 コンクリ}ト叩き破損 調査中

)11内聖母幼稚園 間どい破損，ブロック塀の亀裂等 開査中

宮之城和光幼稚園 窓ガラス破損 鏑筆中

言十 ~ 

( 7 )大学

r弓?一校 名|被害の状況

鹿児島純心女平大学|駐車場のアλフアルト舗装に亀裂

鹿児島短期大学|窓ガラス破損

(自)教職員住毛 3 0 戸(~，のU. 車道管制.プロ 7?1制等)・ 悦置 421千円

( 9 )文化財関係

区 分 被害箇所数 文 化 Rオ 名 被害の状況 後害額1千円)I 

国指定文化財 4か所 il目的.111木監伝量的建造物n保存地[， 事量属高，IiitD寄 調査中
iJI~寺普 (1陣U) ， ~大工持率t;iRJI

県指定文化財 3か所 制寺IJL締‘のu~ø ， IllI係書.;; 島1-:1釘.Ui自民 調査中
nの悦等

」 一一一一一一

併

h
u
-

-
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10 称務水産聞係

区 ー分 被害箇所教 被 事 の 状 祝 敏害額{千円}

治 山 46か所 林地崩壊.落石，土砂流出等 360.700 I 

株道 4路線74か所、 法面崩檀.舗襲亀裂 69. 700 

特用林産施設 lか所 炭焼かま屋根崩壊 500 

林業構造改善施政 2か所 貯木場のクラクク，瓦の落下 持 2，500 

洩議実関利用施綾 411.協 外壁畢IJ障，柱の亀裂，床の陥没等 (. 380 

漁港施叡 2捲 岸壁エプロンの沈下及び亀裂等 43. 000 

県有施註 1か所 クルマエピ養殖場外壁増破 調筆中

計 ， 48 O. 780 I 

11 現旗呈活関係

市 町 村 名 施 訟 名 筆書の状況 被害額(千円n
語摩都東部衛生処理組合 し尿処理施訟 踊a;lt亀裂 20，000 

寵摩郡東部衛生処理組合 一般廃棄物処理施霞 lft~州内の智恵踊 (16m，長~11. 6. 000 

Sm) .~.鈎革置の叙に制等

)11 内 市 一般廃棄物処理施設 最，ssのH トI~手の11，モニuメ 6. 254 I 

うの1111) '-;λ臨時.11\~~'叫担
町ゼ 理S置ilのわん前

県 有 施 鼠 JII ft • 11 t ! tン9・ 車晴子1"トプIlR.再IJイルE積場 調査中

-回4目L 32，254 
一一

u 庁舎関係
( 1 )斤舎関係

合庁名 被 害 の 状 況 被害額{千円iI 
伊集院舎斤 窓ガラス破損. トイレ安等一部亀裂 1. 200 I 
川内合庁 議榔室等壁破損及びタイ Jレ畢IJ障 8， 000 

宮之城合庁 窓ガラス破損，壁に一部亀裂 400 

言十 ~. 600 

被害額合計 4.482，055 千円

* 学按施盤等調査中のものを除く.調査中のため，被害額は今後増加する二とが
見込まれる.
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1J 公共交通犠聞の運航扶況 林田パ3え，えびの~林田ホテノレ間.運休

14 火災，~ 川内駅前の簡庖でガス爆発による火災が発生ト負傷者 1名

15ーガス甚霊 ガス捕れ19か所 (14・日午前ユ時30分までにすべて復!日慎み)

16 水道被害(断水状況) 見IJ紙のとおり 3

.J7 給水支援状況

市町村名 給水支援先 給 7k 支 援 者

鶴田町 薩摩郡医師会病院 陸上自衛隊第12普通科連隊

積田町 中 央 病 院 陸上自衛隊第12普通科連隊

川内市 ホ ~l ・青山 m • 9 0 ji 陸よ自衛隊第 8施鐙大隊
宮之接町 緑 病 院 陸土自衛隊第12普通科連隊 ε

海江田病院 陸よ自衛隊第12普通科連隊

18 防災関係檀闘の出動状況 C5/1 3) 

( 1 )第十管区梅よ保安本部

I情 考

ν14 17; 00自衛隊撤収

5/1~ 17;00'自衛隊撤取|

ν1512:00.自衛隊撮収

ν14 11: 30自横隊徴収

ι/14 11; 0'0自衛隊撤収

1 5 : 1 0 ピーチクラフト機(1機) ，ヘリコプター(1撒).川内方面偵顛

15: 2 5 へ3コプター (1':橡D".~船艇(7隻〉出動

("2 )、陸上自衛隊第 12普通科連隊(国分)

1 4 : 5 5 吉之掠町J.田町に偵察隊出動
18: 3 0 魯田町に給水支援

( 3 )陸上自衛隊第 8施設大隊(川内)

1 4 5 0 川内市に偵察隊出動

1 4 5 5 阿夕、根市に偵第隊出動

2 0 0 0 . )11内市に給水支援

( 4 )海よ自衛隊(鹿屋)

ヘリコプタ- (2機)出動

( 5 )福岡市消防局

15: 3 5 ヘリコプター(1椴)出動

( 6 )航空自衛隊第 5航空団(宮崎県新田原)

1 5 ; 1 1 MU  2 (1栂)偵察飛行

( 7)宮時県警航空隊

15; 3 9 へリコプター(1機)宮時限陸

噌r

※ 県警へりは.仲縄県に警備応援のため派遣していたが帰着.
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5月13日の地震に係る水道関係被害について

1 .断水状況，

川内市上水道 (5~13Sí5:3 ト日 IH 6・00)臥Ftt'-帰 100f12S人細菌み
構辺町土木造 (SU3B 20:0トS~lU 8:20)' 臥f~ ト帰 2. 500r 6，530'¥細菌み

{5~1 4B 9;OO~5H 4B 22:00} 庫本F量~-?" 2， 478ji 6.490λ 置附み

東郷町土木道 (5J13S 19:00"SRl4B 6:00)献時ト帰，2，000;;5.480)，伽踏み

ISftl4R 9;45~5RIH 1-8:00) 踊*r量1:'-帰 4s 0 f 1，3 S OA a:S青み

2.漏ホ状況

宮之揺町佐志簡易水道 Uf3柑蹴(l3B 1~:38 (雌位時)-SJ14D11:00)卸臨み

宮之擁町よ木造 量生'106‘縦割(13S14:3& (蛾費生時l-5~14B 11:00)宮崎み

積田町中央簡易木造 猷管i婦問!l3B]4:38 (眼舵耐ー5ft14B 1 S; 00)御前み'

3.木源の取水停止

鹿児島市

国分布

加世田市

串木野市

阿久根市

入来町

祁答院町

栗野町

郡山町

4. その他

圏分市 よ水道
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1ω7年5月13日鹿児島県薩摩地方の地震の被害写真(抜粋)

宮之城農業高校第1校舎コンクリート柱の破損 (No92) 鶴田町浦川内の県道に落下した岩石 (Nol07)

宮之城高校2号館の内部の
破損状況 (No日)

内

i
A
サ
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高尾野町御岳金峰神社の

石灯篭の帥~ (No14) 

阿久根市漁港付近の道路に現れた液状化現象 (No18)

- 148-

川内市天大橋付近の左岸堤防

の天端の亀裂 (No沼)
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O鹿児島県薩摩地方の地震についての現地調査報告

1 .概要

1 997年5月 13日14時38分鹿児島県薩摩地方の地震 (M:6.2 深さ 約8k m) 

により、天草芦北・熊本・球磨地方で震度4を計測、県防災消防諜によると水俣を中心にシ

ラス崩れ、崖崩れ、屋根瓦の落下、一家屋の壁のひび割れ等の被害が発生し、県震度情報ネ

ットワークでも津奈木町で震度5弱が計測された。これにより翌 14日現地調査を行った。

2.現地調査

( 1 ) 

調査年月日 1 997年5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部|

調査地点名 芦北町役場 地図上 N o. 一

(総務課内山防災交通係長) 写真 N o. 

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

1分なかっただろう

振動の状況

横揺れ

地震による被害状況

置物の落下やずれ等、器物による現象はなかった。 (体感のみ)
¥-

(2) 

調査年月日 1 997年 5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部

調査地点名 水俣警察署 地図上 No. 

(加々美警備課長・上野・松野警部補)写真 N o. 

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5 ~~ 

振動の状況

横揺れ(縦揺れもあった。)

地震による被害状況

-トイレのタイル20枚程度(数センチ四方)落下。

(前回 3月26日 数枚落下)

-揺れの感じは、前回より大きい。

-149-
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( 3). 

調査年月日 1 997年 5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部

調査地点名 水俣市役所 地図上 N o. ① 
ー

(鬼塚防災担当) 写真 N o. 

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5弱~
¥ 

振動の状況

横揺れ
、

地震による被害状況

-トロフィー落下。

-柱に立てかけたあった板が倒れる。

-約 lkrn離れた図書館で、は、本が横にずれた。

.3月26日の揺れと比較すると、若干ひどかった。 (庁内では居た場所により

まちまち)

-思わず机をつかむ、びっくりして立ち上がる。

(4) 

調査年月日 199 7年5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部

調査地点名 古賀町1丁目 地図上 N o. ③ 

(中村宅)

写真 N 0，. 1、2、3、4

5、6

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5 5J~ 3月26日より

長かった。

振動の状況

恐怖心

地震による被害状況

-冷蔵庫、食器棚(開き戸)扉聞き、内容物落下。 ( 3月 26日より落下物多

し、。

-人形ケース落下。

-瓦落下(前回はムネ、今回は瓦の傾斜部分落下)

. 2階建て(1階鉄骨、 2階部分木造)

-コンクリート階段ひび割れ 2ヶ所

• 2階木造モルタル壁一部崩落

-150-
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(5 ) 

調査年月日 199 7年5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部

調査地点名 大黒町2丁目 地図上 No. ④ 
一

(水光社酒センター) 写真 No.一

地振動の性質 ノ

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5 ~5j NE-SW 5秒程度

振動の状況

-横揺れ

. 3月26日より大きい。

、グラン、グランが何回か。 (3月26日はグラグラ→グラン)

-地面がうねった。
J 

-電柱が揺れた。

地震による被害状況

20........30%の酒瓶が棚から落下。

(6) 

調査年月日 199 7年5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部

調査地点名 大黒町1丁目 地図上 N o. ⑤ 

(平野呉服庖) 写真 N o. 7 

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

一 ほぼS-N 3月 26日より長

い。とまるかと思っ

たが続いた。

振動の状況

-横揺れ

地震による被害状況

-瓦20枚程度落下(前回 1'"'""2枚落下)
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( 7 ) 

調査年月日 199 7年5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部 u

調査地点名 浜町2丁目 地図上 No. ⑥ 
一

(江口宅) 写真 No~ '8、9

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5 ~~ 5"'6秒 一

振動の状況

-横揺れ

-体感では、 3月 26日が大きかったが、今回は被害があった。

地震による被害状況

-瓦落下(築 70年) 1 5枚

-コップ (3個)落下。

-位牌倒れる。

(8) 

調査年月日 199 7年5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部|

調査地点名 古城3丁目 地図上 N o. ⑦ 

(シラス崩れの斜め前 吉本宅) 写真 No.10--19 

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5~~ 

振動の状況
. 

-横揺れ

地震による被害状況

当時不在(現象として下記)

-本棚のカード落下

-食器棚の棚が外れ、斜めになっていた。
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(9 ) 

調査年月日 1 997年5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部

調査地点名 古城3丁目 地図上 N o. ③ 
一

(シラス崩れの前松本宅) 写真 No.10"'19 

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5~~ WNW-ESE 

振動の状況

-横揺れ

.3月26日よりも大きい。

地震による被害状況

-家屋の中の被害なし。

-シラスの崩れは、向かつて左(西)から右へ(東)へ進む。

(1 0) 

調査年月日 1 997年5月 14日 調査者鹿毛、真崎、福川、阿部

調査地点名 津奈木町役場 地図上 N o. ⑨ 

(J 11添課長) 写真 N o. 

地振動の性質

震度 振動の方向 振動の継続時間 地鳴り

5 ~~ 

振動の状況

-横揺れ(前にも少し揺れたので机に手をついた。揺れで気分が悪くなった。)

.3月26日よりも大きく、時間も長かった。

地震による被害状況

~ 153-
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3.行動記録

5月 14日

O 8時30分~

熊本県防災消防課より下記資料入手

①熊本県震度情報ネットワーク (資料NO. 1) 

・震度分布図

-津奈木町で震度5弱を計測。

②地震に関する被害情報 (資料NO.2) 

O 8時50分~

台内検討

O 9時10分~

芦北町役場・水俣市役所・水俣警察署・担当官ム連絡。

11時45分~

芦北町役場

内山係長より聞き取り調査。

13時00分~

水俣警察署

加々美警備課長・上野・松野警部補他

(シラス崩れについては前回 (3月26日)と同一場所であるとのこと o ) 

13時30分~

・水俣市役所(鬼塚防災担当)

14時 10分

古賀町2丁目 中村宅瓦落下

14時30分

水光社酒センター瓶等の落下。

14時40分

大黒町 1丁目 平野呉服庖瓦落下。

15時00分

浜町2丁目江口宅瓦落下。

15時20分

古城3丁目 シラス崩れ 付近住宅吉本宅聞き取り

15時50分

古城 1丁目 シラス崩れ

16時10分

津奈木町役場川添課長

松本 11 

-154-
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別紙2

5月 13日14時.38分頃の地震の被害状況

平成9年 5月 13日19時00分現在

被嘗なし

照れがひどかった

被曾なし 限れがひどかった

被容なし

被害なし

前回(3月 26日)と阿じくらいの織れ

(チッソの震度計で 4~5 ガル大きかった}
上空偵察に行ったが.天候不良のため松楠町上空で引き返し

た.このため.川内.阿久相、宮之械、入来から地上偵察に

lJj動.全部隊をー!時呼集体制.のち情報収集体制に.

l鹿児島県知事からの給水支援要鮒により、第 12連隊及び第
8施設大隊が出動、後方支復迎隊が出動r"側体制.
県内の港湾関係で被漕なし

被曾なし 陥れがひどかヲた

被容報告なし

被曾なし

県内の小ハl'・高伎は被itJなし
披曾なし

被脅なし 鯛査中

被符なし 澗1'f.'1' 
l: 木 n~ ・農政 ffi( ・教育 fr ・随康焔 hlllß .企業向 被i!f純白なL

被害なし

披嘗なし

水俣かJt消防本間
水俣務

人i!f下涼廓消防本部

上球府消防本部

チッソ(株)水俣木部

n衛隊(第 8師印)

宍角海上保安部

八代事務所

県道路線持疎

味府事務所

県総務楠利飢

大ru石油コンビナート
J R 
道路公HI
林務11<j電郎・
尚北京務所

字械事務所

本nr.L:木事務所竹内

l'i北事務所官内

水俣市役所

{溜ヶ岳町からの情報

胞ヶ信町大字大道(町道 5丹線)で.山側法面が長さ 10M
高さ 10Mにわたって肌壊.道路前而通行止め.

1，1¥奈木町総務飢からの情報
スーパー 2軒-でビン等が落下

芦北町からの情報

芦北Tlf岡見町道にガケ肺iれ
(長さ 4M、高さ 5M 片側通行)

芦北町で 14時t15分‘ 1A宙情報収集木部設置. 1 8時30
分解散

しらすのが今刷れ 2 fl: 
市城 ~I 丁日 長さ 2M‘高さ 8M崩搭畑に崩れた.
古城3丁目 良さ 30M.高さ 15 MIÞI~存.空き地に局!れ
た.

屋楓瓦が落ちた 1('1: 

水俣市浜町 2T[J 昆槌の繋がifrれて、瓦4..0-. 5 0枚が
降下した.

家原の!慢にひび割れ 2f'1: 
白浜町・古賀DIJ2 r rr 
トイレの嬰が/])¥務 1 fl: 
自演町の・ 4 般住宅

F
h
d
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1997年5月13日鹿児島県薩摩地方の地震の被害写真(抜粋)

水俣市浜田2丁目の民家屋根の瓦(15枚)落下 (No9)

水俣市田子の須 (古城3丁目)付近の崖 (シラス)崩れ (N04)

門
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